
は
じ
め
に

小
稿
は
、
甲
府
勤
番
堀
内
粂
之
丞
氏
有
に
よ
る
甲
斐
国
湯
之
奥
金
山

(

現
在
、
山

梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町)

の
開
発
に
つ
い
て
分
析
し
、
天
明
よ
り
寛
政

(

一
七
八
一

〜
一
八
〇
〇)

に
至
る
政
治
・
社
会
状
況
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

宝
暦
・
天
明
期

(

一
七
五
一
〜
八
八)

は
研
究
史
上
、
田
沼
意
次
の
時
代

(

一
七

五
八
〜
八
六)

と
し
て
理
解
さ
れ
、
同
時
代
は
、
宝
暦
八
年
よ
り
安
永
九
年

(

一
七

八
〇)

ま
で
を
田
沼
意
次
が
幕
政
を
主
導
し
た
前
期
、
天
明
元
年
か
ら
同
六
年
八
月

ま
で
を
田
沼
意
次
が
幕
政
の
全
権
を
掌
握
し
た
後
期
、
と
し
て
二
分
す
る
こ
と
が
で

き
る

(

�)

。
後
期
に
は
、
①
下
総
国
印
旛
沼
の
干
拓
工
事
、
②
金
銀
山
の
開
発
や
ロ
シ
ア

と
の
貿
易
を
企
図
し
て
蝦
夷
地
へ
調
査
団
を
派
遣
し
、
そ
の
帰
府
後
は
五
八
三
万
石

余
り
に
お
よ
ぶ
新
田
開
発
を
構
想
す
る
、
③
大
坂
豪
商
よ
り
御
用
金
を
集
め
、
大
名

に
貸
し
付
け
る
、
④
大
坂
に
貸
付
会
所
を
設
け
、
全
国
よ
り
御
用
金
を
集
め
る
、
な

ど
の
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た

(

�)

。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
経
済
政
策
を
展
開
し
て
い
く
上
で
、
中
心
的
な
役
割
を
は

た
し
た
の
が
勘
定
所
で
あ
っ
た
。
勘
定
所
で
は
、
幕
府
財
政
を
運
営
し
て
い
く
た
め

の
能
力
が
と
に
か
く
求
め
ら
れ
、
他
職
と
異
な
り
、
末
端
の
支
配
勘
定

(

御
家
人
役)

よ
り
奉
行
に
ま
で
昇
任
す
る
者
が
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
田
沼
時
代
の
前
半
期
を
支

え
た
小
野
左
太
夫
一
吉
は
徒
目
付

(

御
家
人
役)

よ
り
、
勘
定

(

旗
本
役)

↓
代
官

↓
勘
定
吟
味
役
を
経
て
、
宝
暦
一
二
年
に
勘
定
奉
行
に
就
任
し
た

(

�)

。
同
じ
く
後
半
期

を
支
え
た
松
本
伊
豆
守
秀
持
も
天
守
番

(

御
家
人
役)

よ
り
、
勘
定
↓
勘
定
組
頭
↓

勘
定
吟
味
役
を
経
て
、
安
永
八
年
に
勘
定
奉
行
に
就
任
し
て
い
る

(

�)

。

な
お
、
勘
定
所
を
始
め
田
沼
時
代
の
諸
役
人
は
、
幕
府
に
興
利
策
を
上
申
す
る
こ

と
で
昇
任
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
一
方
で
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て

い
た
。
す
な
わ
ち
老
中
は
明
和
二
年

(

一
七
六
五)

三
月
、
勘
定
奉
行
に
、
①
実
行

し
よ
う
と
し
て
い
る
政
策
が
幕
府
の
利
益
に
な
る
か
否
か
を
尋
ね
た
際
、
吟
味
を
尽

く
し
た
返
答
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
後
で
支
障
が
生
じ
る
、
あ
る
い
は
政
策
を

撤
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
、
②
諮
問
に
答
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
取
り
飾

る
こ
と
な
く
将
来
を
見
据
え
て
上
申
す
る
、
③
幕
府
の
利
益
に
な
る
と
申
し
立
て
る

者
が
存
在
し
て
も
、
そ
の
者
の
口
車
に
乗
り
、
不
用
意
な
取
り
計
ら
い
を
し
て
は
な

ら
な
い
、
な
ど
と
申
し
渡
し
て
い
る

(

�)

。
さ
ら
に
天
明
六
年
閏
一
〇
月
、
会
津
藩
は
御

三
家
に
、
五
項
目
に
わ
た
る
意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と
し
た
。
意
見
書
に
は
、
近
年

は
新
規
の
過
役
と
し
て
、
以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
運
上
な
ど
を
取
り
立
て
て
い
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る
の
で
、
四
民
が
難
渋
し
て
い
る
こ
と
、
幕
府
の
下
級
役
人
が
自
身
の
立
身
の
た
め
、

お
よ
そ
の
見
込
が
立
た
な
く
て
も
幕
府
の
利
益
に
な
る
と
上
申
し
て
い
る
の
で
、
そ

れ
に
関
わ
る
津
々
浦
々
に
は
見
分
の
者
が
派
遣
さ
れ
、
住
民
の
負
担
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
つ
ま
り
、
諸
役
人
は
幕
府
に
興
利
策
を
上
申
し
、

採
用
さ
れ
れ
ば
そ
の
責
任
者
と
し
て
、
そ
れ
が
上
手
く
い
け
ば
、
さ
ら
な
る
昇
任
を

は
た
し
て
い
た
。
し
か
し
、
提
案
さ
れ
る
興
利
策
は
、
必
ず
し
も
長
期
的
な
展
望
に

立
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
撤
回
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
田
沼
意
次
の
老
中
離
任
後
、
一
橋
民
部
卿
治
済
は
白
河
藩
主
松
平
越
中
守
定

信
を
老
中
に
就
け
る
た
め
、
天
明
六
年
一
二
月
二
四
日
付
で
水
戸
宰
相
治
保
に
文
書

を
提
出
し
た
。
文
書
に
は
、
世
上
の
風
儀
が
悪
く
な
り
、
利
欲
を
専
ら
と
す
る
風
潮

に
あ
る
こ
と
、
幕
府
の
利
益
に
な
る
と
し
て
、
民
に
新
規
の
運
上
な
ど
を
課
し
て
い

る
た
め
、
そ
の
心
が
幕
府
よ
り
離
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
老
中
松
平
定
信
は
本
多
弾
正
少
弼
忠
籌
を
勝
手
掛
若
年

寄
に
就
け
、
松
本
秀
持
・
赤
井
越
前
守
忠
�
と
い
っ
た
田
沼
派
の
勘
定
所
役
人
を
一

斉
処
罰
し
、
大
番
経
験
者
な
ど
を
勘
定
奉
行
に
起
用
し
た
。
そ
し
て
勘
定
所
で
は
、

目
付
に
よ
る
監
視
を
強
化
し
て
、
勘
定
吟
味
方
改
役
・
同
改
役
並
・
同
改
役
下
役
を

廃
止
し
て
い
る

(

�)

。

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
田
沼
政
権
は
勘
定
所
を
中
心
と
し
て
、
幕
府
の
利
益
に
な

り
そ
う
な
政
策

(

興
利
策)

で
あ
れ
ば
、
長
期
的
な
展
望
が
描
け
な
く
て
も
実
行
し

た
。
し
か
し
そ
の
風
潮
は
、
松
平
定
信
の
老
中
就
任
、
そ
れ
に
伴
う
勘
定
所
役
人
の

一
新
と
組
織
改
変
に
よ
り
後
退
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
小
稿
で
は
、

堀
内
氏
有
に
よ
る
鉱
山
開
発
の
事
例
か
ら
、
天
明
よ
り
寛
政
に
至
る
政
治
・
社
会
状

況
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章

湯
之
奥
金
山
の
開
発
と
甲
府
勤
番
堀
内
粂
之
丞
氏
有

本
章
で
は
、
幕
府
鉱
山
政
策
の
変
容
過
程
と
湯
之
奥
金
山

(

中
山
・
内
山
・
茅
小

屋
の
三
金
山
の
総
称)

の
開
発
歴
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

第
一
節

幕
府
鉱
山
政
策
の
変
容
と
湯
之
奥
金
山

表
１
は
、
採
掘
関
連
の
幕
令
な
ど
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

最
初
に
幕
令
が
出
さ
れ
た
の
は
元
禄
八
年

(

一
六
九
五)

一
〇
月
、
次
が
同
一
一
年

二
月
で
あ
る

(

№
１
・
２)

。
№
１
・
２
は
、
大
名
・
旗
本
に
鉱
山
開
発
を
奨
励
し
、

そ
の
経
営
権
は
開
発
者
に
属
す
る
こ
と
を
定
め
た
幕
令
で
あ
り
、
先
行
研
究
に
お
い

て
は
、
領
内
の
鉱
物
資
源
は
領
主
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
定
さ
せ
た
幕

令
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
つ
い
で
幕
府
は
、
享
保
一
一
年

(

一
七
二
六)

八
月

に
、
幕
領
に
お
け
る
試
掘
の
認
可
に
つ
い
て
協
議
し
、
同
二
〇
年
正
月
に
は
、
試
掘

の
採
否
は
迅
速
に
下
す
と
の
幕
令
を
出
し
て
い
る

(

№
３
・
４)

。
す
な
わ
ち
№
３

で
は
、
幕
領
に
お
い
て
試
掘
を
願
い
出
る
者
が
現
れ
た
場
合
、
代
官
は
自
己
の
判
断

で
処
理
せ
ず
、
勘
定
所
に
伺
い
を
立
て
る
が
許
可
さ
れ
な
い
、
し
か
し
私
領
に
お
い

て
は
、
領
主
・
地
頭
の
心
次
第
で
試
掘
が
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
幕
領
に
お

い
て
も
試
掘
を
許
可
し
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
協
議
し

た
。
そ
し
て
№
４
で
は
、
①
試
掘
を
希
望
す
る
者
は
従
来
、
そ
の
旨
を
代
官
に
出
願

し
、
代
官
は
、
試
掘
が
村
方
の
支
障
に
な
る
か
否
か
を
吟
味
の
上
、
勘
定
所
に
伺
い

を
立
て
て
い
た
、
②
そ
の
手
順
を
、
代
官
は
、
試
掘
希
望
者
が
存
在
す
る
こ
と
を
勘

定
所
に
報
告
し
、
そ
の
上
で
村
方
の
支
障
に
な
る
か
否
か
を
吟
味
し
て
、
あ
ら
た
め

て
勘
定
所
に
伺
い
を
立
て
る
、
と
い
う
よ
う
に
変
更
す
る
と
通
達
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
元
文
三
年

(

一
七
三
六)

四
月
の
幕
令
は
、
長
崎
へ
廻
す
銅
が
減
少
し
た
こ
と

へ
の
対
応
で
あ
り
、
同
様
の
幕
令
は
そ
の
後
、
何
度
も
出
さ
れ
て
い
る

(

№
７
・
11

〜
13)

。

な
お
№
６
お
よ
び
８
〜
10
は
、
田
沼
時
代
に
出
さ
れ
た
幕
令
で
あ
る
。
№
６
は
、

銅
山
の
新
規
開
発
と
休
山
中
の
銅
山
の
再
開
発
を
奨
励
す
る
幕
令
、
№
８
は
、
銀
山

奉
行
川
崎
平
右
衛
門
定
孝
に
鉱
山
開
発
に
つ
い
て
の
認
可
権
を
付
与
し
、
同
人
に
諸
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表１ 採掘関係記事一覧
№ 年月日 要旨 出典

1 元禄8.10.13
老中阿部豊後守正武は大目付に､ ①国々所々において金山・銀山・銅山があれば､ 遠慮
なく掘らせること､ ②金山・銀山を掘ることは､ おおよそ遠慮するようにとの沙汰があ
るので (｢粗沙汰｣)､ 心得として申し達しておく､ と記した書付を渡した｡

『寛』 1759号
｢教/初｣ 471頁

2 元禄11.2
御料・私領の内において､ 金山・銀山・銅山を見立て､ 試掘すること｡ 私領内に存在す
る鉱山は今後､ 地頭の管轄 (｢所務｣) とすること｡ 寺社領に存在する鉱山で､ 御料と関
わる場所は代官､ 私領と関わる場所は地頭に､ 寺社より伺いを立てること｡

『寛』 1765号
『実』 6,321頁

3 享保11.8.22

私領の内において金山・銀山があり､ 試掘 (｢問掘｣) を願い出れば､ 領主・地頭の心次
第で試掘を申し付け､ 金銀が大量に産出 (｢出盛り｣) されれば､ 幕府に報告することに
なっているが､ そのような事例は近年なく､ 古い書留などにも記されていない｡ 御料に
おいては､ 試掘を願い出ても代官の心得では申し付けず､ 勘定所に伺いを立てることに
なっているが､ 近年は金山・銀山・銅山・鉄山・鉛山がもともと存在する場所はともか
く､ 新規に試掘を願い出ても許可されない｡ しかし､ 私領では領主・地頭の心次第で試
掘を申し付けているので､ 御料においても古銀山の試掘を仰せ付けてもかまわないと考
えられる｡

『向』 237～239頁

4 享保20.正.28

勘定奉行石野筑前守範種・神谷志摩守文敬・細田丹波守時以・杉岡佐渡守能連・松波筑
後守正春は連名ですべての代官に対し､ ①支配地域内において金山・銀山・銅山・鉛山
の試掘を願い出る者が存在した場合､ 従来は村方の支障になるか否かを吟味の上､ 勘定
所に伺いを立てていた､ ②今後､ 試掘を願い出る者があれば､ まず勘定所に報告し､ そ
の上で速やかに詳細を吟味して伺いを立てること､ ③試掘を願い出ても吟味に時間が掛
かるとの風聞があるが､ 支障がなければ願い通りに申し付ける､ という通達を出した｡

｢教/2｣ 448頁
｢憲｣ 128～129頁

5 元文3.4.4
銅の産出が減少しているので､ 銀座の加役として大坂に銅座を設置する｡ 今後､ 銅山の
試掘などで産出が少ない場合であっても､ 銅は大坂銅座に売り渡すこと｡

『寛』 1880号
｢憲｣ 139～140頁

6 宝暦13.3.23
諸国の銅山で､ 従来採掘を行わなかった場所 (｢不相稼場所｣)､ 銅が産出される時期も
あったが､ 現在は休山となっている場所もあるので､ 御料は代官､ 私領は領主・地頭が
吟味して出銅するように取り計らい､ 出銅の有無などは勘定所に報告すること｡

『明』 2838号
｢憲｣ 153頁

7 明和3.6.8
銅の産出が減少しているので､ 大坂の長崎銅会所を銅座に戻し､ 新山の試掘などで産出
が少ない場合であっても､ 銅は残らず銅座に売り渡すこと｡

『明』 2842号
｢憲｣ 154～155頁

8 明和4.5.25

目付内藤主税信就は若年寄松平摂津守忠恒より､ ①諸国の御料所ならびに私領・寺社領
が入会する場所において､ 金山・銀山・銅山・鉄山・鉛山の見立てを行いたい者は､ 代
官・地頭の添状を持って､ 銀山奉行川崎平右衛門定孝のもとへ願い出て､ その吟味を受
けること､ ②もとから存在する鉱山も､ 銀山奉行川崎の吟味を受けることになっている､
③銀山奉行川崎は ｢かな山｣ 御用として諸国を廻るので､ 京・大坂など最寄の場所に願
い出てかまわない､ ④以上の内容を､ 御料は代官､ 私領は領主・地頭より申し渡すこと､
と記した書付を渡され､ 諸方にその趣旨を通知した｡

『明』 2845号
｢法｣ 158頁

9 天明5.8.14

勘定組頭藤本甚助久敦は勘定奉行松本伊豆守秀持の指示により､ 勘定所に安中藩留守居
川西一郎左衛門を呼び出した｡ そして留守居川西に､ ①代官万年七郎左衛門頼行の預所
である備中国阿賀郡井尾村の良蔵ほか２名が､ 安中藩領の美作国久米北條郡堀井村内に
は銅�石があるので､ 掘り出したいと願い出たこと､ ②代官万年を介して願人に､ 試掘
して出銅すれば願い出を受理するので､ 他の私領での出銅代銀の割合をもって､ 安中藩
に石代銀を納めること､ 銅の産出高が増加しても当該場所を上地しないこと､ 試掘によ
り田畑が荒地になった場合､ 年貢は勿論､ 作徳・高掛物も願人が手当すること､ の3点
を申し達したこと､ ③以上により､ 代官万年より問い合わせがあれば､ 試掘を開始する
ように取り計らうこと､ もし差し支えがあればその旨を報告すること､ と指示している｡

｢諸｣ 390頁

10 天明6.8.24

勘定奉行に､ ①芝村藩主織田豊前守長教の預所である大和国吉野郡金峰山において､ 金・
銀・銅が産出されるというので､ 織田長教に幕府直営鉱山 (｢公儀御手山｣) のつもりで
試掘するように申し渡したが､ 支障があるので中止にしたこと､ ②試掘中止の件を京都
所司代に連絡すること､ という２点について通達した｡

『明』 2882号
『実』 10,809頁

11 天明8.4 明和３年令 (№7) の趣旨を守るように通達する｡ 『天』 5930号

12 寛政8.8 明和３年 (№7) および天明８年 (№11) に出された両幕令の趣旨を守るように通達する｡ 『天』 5941号

13 寛政9.5 明和３年 (№7) および寛政８年 (№12) に出された両幕令の趣旨を守るように通達する｡ 『天』 5945号

この表は､ 『徳川実紀』 第６篇(吉川弘文館､ 1960年)､ 『徳川実紀』 第10篇(吉川弘文館､ 1966年)､ 『御觸書集成』 (岩波書店､
第３刷､ 1976～1977年)､ ｢教令類纂｣ (初集(2)､ 『内閣文庫所蔵史籍叢刊』 第22巻､ 汲古書院､ 1983年)､ ｢教令類纂｣ (２集
(3)､ 『内閣文庫所蔵史籍叢刊』 第26巻､ 汲古書院､ 1983年)､ ｢憲教類典｣ (『内閣文庫所蔵史籍叢刊』 第43巻､ 汲古書院､ 1984
年)､ ｢憲法部類｣ (『内閣文庫所蔵史籍叢刊』 第80巻､ 汲古書院､ 1987年)､ ｢諸例集｣ (『内閣文庫所蔵史籍叢刊』 第94巻､ 汲
古書院､ 1989年)､ 『向山誠斎雑記』 天保・弘化篇 (第７巻､ ゆまに書房､ 2003年) により作成した｡ なお､ 表中の 『寛』 は
『御觸書寛保集成』､ 『明』 は 『御觸書天明集成』､ 『天』 は 『御觸書天保集成』､ ｢教/初｣ は ｢教令類纂｣ (初集)､ 『実』 は 『徳
川実紀』､ ｢教/2｣ は ｢教令類纂｣ (２集)､ 『向』 は 『向山誠斎雑記』､ ｢憲｣ は ｢憲教類典｣､ ｢法｣ は ｢憲法部類｣､ ｢諸｣ は
｢諸例集｣ を示している｡

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo
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表２ 湯之奥金山・堀内粂之丞関係文書一覧
№ 年月日 差出→受取 要旨 出典

1 慶安3.7.23
沢内内山の市郎右衛門・二右衛門
→御代官様

運上間歩の所有をめぐって､ 中山の五右衛門と争論になる｡ 5頁

2 貞享3.7
間歩主かや小屋村の九左衛門→御
代官様

①茅小屋内山村は近年､ 金が産出せず､ 天和元年の飢饉は幕
府からの救米で凌いだこと､ ②寛文以前の間歩盛りでは､ 間
歩主・堀子ともに生活できないこと､ ③新間歩の開削資金を
得るために妻子を質に入れたこと､ などを報告する｡

8頁

3 貞享3.極.10 品川半右衛門→門西九兵衛様 雨畑金山奉行衆の名前および肩書を連絡する｡ ｢門｣ 20号

4 元禄14.10

下部村の名主十右衛門・百姓代五
郎右衛門・藤右衛門・平左衛門・
又右衛門, 湯奥村の名主三郎兵衛・
七左衛門→御代官様

金山退転のため､ 茅小屋村の九左衛門に林を下げ渡すように
上申する｡

10頁

5 享保16.10.15
和久屋源左衛門→湯奥村の名主与
市兵衛殿・長百姓浅右衛門殿

①山々を見分したところ､ 湯奥の奥山において銅筋を発見し
たので試掘した､ ②帰府後､ 幕府に銅筋の開発を上申する､
③代官役所によろしく伝えてほしい､ などと連絡する｡

13頁

6 享保19.11.12
湯奥村の名主与市兵衛→江守伝十
郎様御役所

和久屋源左衛門ほか山師などが度々､ 山々の見立と試掘を行っ
ているが､ 金・銅は一切､ 産出していないと返答する｡

13頁

7 延享4.10

湯奥村の名主与市兵衛・長百姓の
浅右衛門と沖右衛門・百姓代元右
衛門→小川新右衛門様御手代花村
文右衛門殿

刈生畑内に銅筋があると申す者がいるので､ 代官所に試掘を
願い出たところ､ 代官役人は村内を見分し､ 試掘を許可すれ
ば村に支障は生じるかと聞いてきた｡ それゆえ､ 名主・長百
姓・百姓代の連印で､ 村中の助けにもなるので､ 試掘を行い
たいと返答した｡

14頁

8 安永2.6.28
下総国余村の野村文蔵→門西七左
衛門殿

湯奥地内の試掘に際し､ 手伝いの者が村中に迷惑をかけない
ようにする､ 出銅の高に応じて小屋地代・竹木代を支払う､
などと連絡する｡

15頁

9 安永7.4
湯奥村の七左衛門・七郎左衛門・
武兵衛→柴村藤三郎様御手代安部
宗兵衛殿

①代官所の役人が中山金山より採掘した金の試し吹きを見分
することになった､ ②見分後､ 再び試掘を願い出るつもりなの
で､ 指示があるまでは間歩を封印する､ などと連絡する｡

15～16頁

10 天明元
堀内粂之丞は､ 幕府に金山開発のため､ 甲斐国の諸山を見分
したいと上申し､ 許可される｡

｢吟｣ 12頁

11 天明4.2
下田原村の村役人五兵衛・養三郎
代安兵衛, 湯奥村の名主七左衛門
→堀内粂之丞様御内御用人中様

①甲府御蔵附の中井清太夫が天明２年12月､ 甲斐国の金山御
用掛に任じられたこと､ ②中井の手先鈴木三十郎が湯奥村持
山の採掘を担当したこと､ ③鈴木は天明２年12月下旬より採
掘を始めたが､ 翌年8月中旬には米価高騰のため､ 30日間の
中断となったこと､ ④採掘の停止中､ 鈴木は無断で山を下り
たこと､ ⑤採掘に際し､ 鈴木に貸し付けていた諸道具の損料
を中井に請求したところ､ 金1両2分を支払ったこと､ ⑥30日
が経過しても､ 採掘は再開されなかったこと､ の６点を報告
した｡ そして堀内粂之丞の手先に､ 堀内が金山を取り扱うこ
とになったとの旨を聞いたが､ まずは鈴木が作った諸道具の
損料を引き受けると領内に通達し､ その上で鉱山開発に着手
してほしいと願い出る｡

16～17頁

12 天明4.5
湯奥村の名主七左衛門・下田原村の
安兵衛→堀内粂之丞様御内御用人中

湯奥村より中山に建てた小屋までの道程を開発する場合､ 人
足としておよそ75名が必要な旨を届け出る｡

｢門｣ 80号

13 年未詳
湯奥村の名主七左衛門・長百姓の
七郎左衛門と沖右衛門・百姓代元
右衛門→記載無し

堀内粂之丞の吟味に対して､ ①文書を提出した各人の持高と
肩書､ ②中山金山の来歴､ ③金の産出状況が如何なっている
のか､ 判然としないことを報告した｡ そして､ ④中山金山へ
の通路は険阻なため､ 金堀道具や飯米などの運送代は､ 公定
ではなく村内相場にもとづいて支払ってほしい､ と上申した｡

21頁

14 天明8.7.8 出雲→町年寄

①甲斐国における金山・銀山の開発について､ 堀内粂之丞よ
り手広に行いたいとの申し出があり､ 山々を見分するように
申し付けた｡ それゆえ近日､ 堀内は佐渡国地役人と下働きの
者を引き連れて､ 各地を見分するであろう｡ その際､ 甲府に
宿泊する場合もあるだろうが､ 過分な馳走は控えること｡
②堀内より､ 新規に山を見立したいとの申し出があったなら
ば､ 案内の者を差し出すこと｡
③堀内は日々鉱山を廻るので､ 道具類を運ぶための人足を必
要としている｡ それゆえ､ 人足の雇い入れを申し出ることが
あるだろう｡ その際は規定の賃銭を受け取り､ 不用な人馬は
差し出さないこと｡
④堀内は山々を見分し､ 試掘や灰吹などを行うはずである｡
その際､ 堀内に入用の品を､ 不当な値段で売らないこと｡
⑤金山・銀山は勿論､ 銅山・鉛山について心当たりのある者､
鉱山開発に際し､ 有益な案内者が存在すれば､ 申し出ること｡
⑥金堀・大工・堀子には､ 堀内が割符を渡しているので､ 怪
しい者が金山手先と主張しても､ 宿泊させないこと｡

｢甲｣ 45

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo
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( ) 田沼時代興利策の残影 (山本)75

№ 年月日 差出→受取 要旨 出典

15 天明8.8.24
湯奥村の名主七左衛門・長百姓七
郎左衛門・百姓代元右衛門→堀内
粂之丞様御内御用人中様

①堀内粂之丞は甲州金山巡見のため､ 湯奥村に止宿した際､
木銭・米代を支払った､ ②堀内の家来に至るまで､ 非分の行
いはなかった､ などと記した請書を提出する｡

17頁

16 寛政4.8.13 伊予・遠江→町年寄 【史料２】参照｡ ｢甲｣ 51

17 寛政4.8.15

堀内粂之丞は躑躅之間において､ 老中松平越中守定信より､
甲州において数年､ 金山の試掘に着手し､ このたび初めて吹
金を上納したので､ 褒美として金3枚を拝領するように仰せ
付けられた｡

｢柳｣
同日条

18 寛政5.12.9

湯奥村の名主七左衛門・長百姓の
七郎左衛門と沖右衛門・百姓代元
右衛門→小笠原仁右衛門様御手代
菊田伴六殿

尋問に対し､ 堀内粂之丞の手先が天明８年､ 中山金山におい
て掘り進めた間歩５ヵ所､ それぞれの高さ・横幅・奥行､ 岩
質や近辺の様子など報告する｡

17～18頁

19 寛政5.12
湯奥村の名主七左衛門・長百姓七
郎左衛門・百姓代元右衛門→小笠
原仁右衛門様御手代菊田伴六様

中山金山に存在する間歩５ヵ所､ それぞれの高さ・横幅・奥
行を報告する｡

18～19頁

20 寛政8.7
湯奥村の名主七左衛門・長百姓沖
右衛門・百姓代武兵衛→市川御役
所

堀内粂之丞の手先が山中の古小屋を拠点として､ 名主七左衛
門の持山を見立していること､ 古い間歩を掃除していること､
などを届け出る｡

19頁

21 寛政8.8.11
堀内粂之丞手先検断の松田与右衛
門→堀内粂之丞手先戸栗六之助殿

湯奥山の中尾根に存在する楯間歩を､ 11間１尺５寸ほど掘り
進めた旨を届け出る｡

19頁

22 寛政8.8.22
湯奥村名主兼山主の七左衛門→市
川御役所

堀内粂之丞の手先が中尾根において､ 新たな間歩を見立､ 掘
り始めたことを届け出る｡

19～20頁

23 寛政9.11
湯奥村の名主七左衛門・長百姓平
左衛門・百姓代元右衛門→市川御
役所

鉱山は何時､ 休山になったのかという尋問に対して､ ①休山
の時期は定かでない､ ②鉱山は水野沢という場所に存在した
が､ 山崩れのため間歩の場所は不明である､ と返答した｡

20頁

24 寛政10.5
湯奥村の名主七左衛門→甲府御役
所

鉱山は何時､ 休山になったのかという尋問に対して､ ①休山
の時期は定かでない､ ②鉱山は水野沢という場所に存在した
が､ 山崩れのため間歩の場所は不明である､ と返答した｡

20頁

25 寛政10
堀内粂之丞は幕府より､ 甲州金山方の御用掛に任じられ､ 金
300両の拝借を仰せ付けられる｡

｢吟｣
12頁

この表は､ 『湯之奥金山遺跡の研究』 (湯之奥金山遺跡学術調査会､ 1992年)､ 湯之奥金山博物館架蔵 ｢門西家文書｣､ 山梨県
立博物館架蔵 『頼生文庫』 所収 ｢甲府御用留｣ (請求番号Ｈ093.1‐45, 51)､ 国立公文書館内閣文庫架蔵 ｢柳営日次記｣､ ｢吟
味物口書一件｣ (『近世法制史料集』 第４巻､ 創文社､ 1977年)により作成した｡ 表中において○○頁と記している箇所は 『湯
之奥金山遺跡の研究』 収録文書､ ｢門｣ は ｢門西家文書｣､ ｢甲｣ は ｢甲府御用留｣､ ｢柳｣ は ｢柳営日次記｣､ ｢吟｣ は ｢吟味物
口書一件｣ よりの引用を示している｡
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第
二
節

甲
府
勤
番
堀
内
粂
之
丞
氏
有
に
よ
る
中
山
金
山
の
開
発

甲
府
勤
番
堀
内
粂
之
丞
氏
有
の
経
歴
を
み
る
と
、
氏
有
は
旗
本
天
野
杢
左
衛
門
正

勝

(

三
〇
〇
俵)

の
次
男
で
、
宝
暦
三
年

(

一
七
五
三)

八
月
に
堀
内
家

(

二
〇
〇

俵)

の
養
子
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
明
和
三
年

(

一
七
六
六)

一
二
月
三
日
に
同
家

を
相
続
し
、
安
永
四
年

(

一
七
七
五)

二
月
七
日
よ
り
甲
府
勤
番
と
し
て
甲
府
に
居

住
し
て
い
る

(

�)

。
氏
有
が
金
山
の
開
発
に
着
手
し
た
の
は
、
同
家
が

｢

先
祖
�
持
伝
候

金
山
之
儀
を
彼
是
相
認
候
旧
記

(
�)｣

を
所
蔵
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
以
下
、
表
２

か
ら
そ
の
実
態
を
み
て
み
よ
う
。

№
10
に
よ
れ
ば
、
堀
内
氏
有
は
天
明
元
年

(

一
七
八
一)

に
、
幕
府
よ
り
甲
斐
国

の
諸
山
見
分
を
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
活
動
は
同
四
年
か
ら
と
考
え
ら
れ

る
。
理
由
と
し
て
は
、
甲
府
御
蔵
附
の
中
井
清
太
夫
が
同
二
年
一
二
月
に
甲
斐
国
の

金
山
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
、
同
三
年
八
月
ま
で
は
中
井
の
手
先
で
あ
る
鈴
木
三
十
郎

が
湯
之
奥
村
の
持
山
を
採
掘
し
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
先
任
の
者
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る

(

№
11)

。

つ
い
で
№
12
〜
15
か
ら
、
堀
内
氏
有
は
天
明
四
年
五
月
よ
り
同
八
年
八
月
ま
で
の

間
、
湯
之
奥
村
よ
り
中
山
金
山
ま
で
の
道
程
を
開
発
す
る

(

№
12)
、
湯
之
奥
村
の

村
役
人
お
よ
び
中
山
金
山
の
産
出
量
な
ど
を
把
握
す
る

(

№
13)

(

�)

、
佐
渡
国
の
地
役

人
な
ど
を
引
き
連
れ
、
甲
斐
国
の
諸
鉱
山
を
見
分
す
る

(

№
14
・
15)

、
と
い
っ
た

金
山
を
開
発
し
て
い
く
上
で
の
基
礎
作
業
に
着
手
し
て
い
る
。
さ
ら
に
№
18
・
19
に

よ
り
、
堀
内
が
天
明
八
年
、
中
山
金
山
に
五
本
の
間
歩
を
掘
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明

す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
堀
内
氏
有
は
寛
政
四
年

(

一
七
九
二)

八
月
、
幕
府
よ
り
湯

之
奥
金
山
に
お
け
る
数
年
間
の
試
掘
作
業
を
評
価
さ
れ
、
金
三
枚
を
下
賜
さ
れ
る
と

と
も
に

(

№
17)

、
甲
斐
国
の
鉱
山
開
発
に
あ
た
り
、
次
の
権
限
を
与
え
ら
れ
た
の

で
あ
る

(

�)

。
甲
府
勤
番

堀
内
粂
之
丞

右
者
甲
州
一
国
金
・
銅
・
鉛
山
稼
方
、
手
広
ニ
被

仰
渡
候
間
、
右
山
々
見
込

存
寄
有
之
も
の
者
、
粂
之
丞
在
府
中
、
留
守
宅
江
書
付
を
以
可
申
立
候
、

右
之
趣
町
中
可
相
触
者
也
、

子
八
月
十
三
日

伊
予

遠
江

町
年
寄
江

右
之
通
御
書
付
を
以
被

仰
渡
候
間
、
被
得
其
意
、
町
内
不
洩
様
入
念
、
早
々

可
被
相
触
候
、

右
か
ら
甲
府
勤
番
支
配
永
見
伊
予
守
為
貞
・
大
久
保
遠
江
守
教
近
は
寛
政
四
年
八

月
一
三
日
付
で
甲
府
町
年
寄
に
、
①
堀
内
氏
有
が
甲
斐
国
の
金
山
・
銅
山
・
鉛
山
の

稼
ぎ
方
に
つ
い
て
手
広
く
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
②
堀
内
の
在
府
中
、
鉱

山
に
つ
い
て
考
え
の
あ
る
者
は
、
堀
内
の
甲
府
留
守
宅
に
書
付
を
提
出
す
る
こ
と
、

と
い
う
通
達
を
出
し
て
い
る
。

こ
れ
以
後
、
堀
内
氏
有
は
、
寛
政
八
年
七
月
よ
り
新
鉱
山
の
捜
索
と
旧
鉱
山
の
再

開
発
を
開
始
し

(

№
20)

(

�)

、
同
年
八
月
に
は
、
湯
之
奥
の
中
尾
根
に
は
鉱
物
が
存
在

す
る
と
見
立
て
し
て
、
間
歩
を
掘
り
始
め
て
い
る

(

№
21
・
22)

。
そ
し
て
、
同
一

〇
年
に
は
金
山
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
、
幕
府
よ
り
金
三
〇
〇
両
の
拝
借
を
認
め
ら
れ

て
い
る
が

(

№
25)

、
こ
の
時
期
の
開
発
仕
法
に
つ
い
て
、
堀
内
は
知
人
に
次
の
よ

う
に
話
し
て
い
る

(

�)

。

(

前
略)

子
年
以
来
追
々
吹
金
上
納
致
し
候
ニ
付
、
別
段
ニ
家
来
を
も
召
抱
、

金
掘
其
他
懸
り
之
者
無
之
候
而
は
不
相
成
、
先
達
而
�
追
々
抱
入
、
又
は
手
先

之
も
の
と
唱
、
山
方
之
儀
を
為
取
扱
候
も
の
共
も
有
之
、
稼
方
其
外
諸
入
用
之

金
子
は
他
借
致
し
相
弁
、
尤
山
出
吹
金
年
々
上
納
致
候
得
共
、
其
分
は
文
金
ニ

御
引
替
被
下
候
間
、
右
を
以
他
借
返
済
致
来
、
此
上
追
々
山
出
金
相
増
上
納
致

候
節
、
譬
は
壱
萬
両
御
引
替
ニ
相
成
候
得
は
、
四
公
六
民
之
義
を
以
、
四
千
両
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は

公
儀
江
差
上
、
六
千
両
は
山
方
江
掛
り
合
候
も
の
共
、
手
先
・
家
来
等

ニ
至
迄
身
分
相
応
ニ
割
賦
致
遣
候
積
、
且
右
六
千
両
之
儀
も
、
後
々
は
米
ニ
而

相
渡
り
候
様
相
願
、
右
を
手
先
・
家
来
之
者
共
江
扶
助
致
候
得
は
、
自
ラ
御
扶

持
人
も
同
様
ニ
相
成
候
儀
、
勿
論
十
分
ニ
盛
山
之
上
は
、
尚
又
手
先
・
家
来
出

精
之
段
申
立
、
侍
は
御
家
人
ニ
も
被
成
下
、
町
人
・
百
姓
は
御
用
達
抔
ニ
も
被

仰
付
候
様
相
願
可
遣
と
兼
々
心
懸
罷
在
、
其
段
知
人
江
相
咄
候
儀
も
有
之
候
処
、

御
当
地
江
出
府
致
候
節
、
追
々
ニ
手
先
又
は
家
来
等
ニ
相
成
度
由
、
知
人
を
以

申
込
候
者
有
之
候
間
、
先
ツ
宛
行
等
も
不
差
遣
、
委
敷
身
元
を
も
不
相
糺
、
其

中
ニ
は
請
合
書
付
等
取
置
候
儀
無
之
、
家
来
等
ニ
召
抱

(

後
略)

、

堀
内
氏
有
が
知
人
に
話
し
た
内
容
は
、
①
寛
政
四
年
よ
り
度
々
吹
金
を
上
納
し
て

い
る
の
で
、
特
別
に
家
来
・
金
堀
・
掛
の
者
な
ど
を
抱
え
入
れ
、
そ
の
中
に
は
手
先

と
し
て
、
金
山
の
こ
と
を
取
り
扱
わ
せ
て
い
る
者
が
存
在
す
る
、
②
幕
府
に
吹
金
を

上
納
す
れ
ば
、
引
替
に
同
等
の
元
文
金

(｢

文
金｣)

が
貰
え
る
の
で
、
稼
ぎ
方
そ
の

他
の
入
用
金
は
他
か
ら
借
り
、
元
文
金
で
返
済
し
て
い
る

(

	)
、
③
幕
府
へ
の
上
納
額
が

増
し
、
た
と
え
ば
一
万
両
の
元
文
金
と
引
替
に
な
れ
ば
、
四
公
六
民
の
割
合
に
よ
り

四
〇
〇
〇
両
は
幕
府
に
差
し
上
げ
、
六
〇
〇
〇
両
は
金
山
に
関
わ
っ
て
い
る
手
先
や

家
来
に
至
る
ま
で
身
分
相
応
に
分
配
す
る
つ
も
り
で
あ
る
、
④
六
〇
〇
〇
両
に
つ
い

て
も
、
い
ず
れ
は
同
等
の
米
を
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
願
い
出
て
、
そ
の
米
を
手
先
・

家
来
な
ど
に
扶
助
す
れ
ば
、
幕
府
の
扶
持
人
の
よ
う
に
な
る
、
⑤
金
の
産
出
量
が
多

く
な
れ
ば
、
幕
府
に
手
先
・
家
来
が
精
勤
し
て
い
る
旨
を
申
し
立
て
、
侍
は
御
家
人
、

町
人
・
百
姓
は
御
用
達
な
ど
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
願
い
出
る
つ
も
り
で
あ
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
堀
内
が
出
府
し
た
際
、
知
人
を
介
し
て
同
人

の
も
と
に
、
手
先
あ
る
い
は
家
来
に
な
り
た
い
と
申
し
込
ん
で
く
る
者
が
現
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
堀
内
は
申
込
者
の
身
元
を
糺
さ
ず
、
家
来
な
ど
と
し
て
召
し
抱
え
、

さ
ら
に
は
召
し
抱
え
た
者
に
給
金
な
ど
も
支
給
し
な
か
っ
た
。

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
堀
内
氏
有
は
寛
政
四
年
八
月
に
、
幕
府
よ
り
甲
斐
国
に
お

け
る
鉱
山
の
稼
ぎ
方
に
つ
い
て
手
広
く
取
り
扱
う
こ
と
を
許
可
さ
れ
、
積
極
的
に
開

発
に
乗
り
出
し
た
。
そ
し
て
、
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
武
士
あ
る
い
は
御
用
達
な
ど

に
な
り
た
い
と
い
う
諸
人
の
身
上
が
り
願
望
を
利
用
し
て
、
無
賃
労
働
者
を
集
め
、

そ
の
原
動
力
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
次
に
掲
げ
る
史
料
は
、
大
目
付
井
上
美
濃
守
利
恭
・
町
奉
行
小
田
切
土
佐
守

直
利
・
目
付
松
平
田
宮
栄
隆
が
寛
政
一
二
年
五
月
二
五
日
、
評
定
所
に
お
い
て
立
ち

会
い
の
も
と
、
堀
内
氏
有
な
ど
二
五
名
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
科
刑
を
申
し
渡
し
た
こ

と
を
記
し
た
封
廻
状
で
あ
る

(


)

。

封
廻
状

甲
府
勤
番
瀧
川
長
門
守
支
配

改
易

堀
内
久
米
之
丞

申
六
拾
五

小
普
請
組
船
越
駿
河
守
支
配

差
扣

勝
与
八
郎申

四
十
九

(

中
略)

右
、
於
評
定
所
井
上
美
濃
守
・
小
田
切
土
佐
守
・
松
平
田
宮
立
合
、
美
濃
守
・

土
佐
守
申
渡
之
、

こ
の
封
廻
状
の
中
身
を

｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

に
よ
り
増
補
し
つ
つ
整
理
し
た
の

が
表
３
で
あ
り
、
井
上
利
恭
が
旗
本

(

№
１
・
２)

、
小
田
切
直
年
が
そ
れ
以
外
の

者
へ
の
申
し
渡
し
を
担
当
し
た
。
前
掲
の
堀
内
氏
有
が
知
人
に
話
し
た
内
容
の
中
で
、

堀
内
に
は
手
先
と
家
来
が
付
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
表
３
か
ら
手
先
と
家
来
に

つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

手
先
は
、
鷲
秀
甫

(

№
３)

・
村
田
栄
助

(

№
４)

・
能
勢
源
十
郎

(

№
７)

・
引

佐
貞
蔵

(

№
15)
・
善
八

(

№
21)

・
新
八

(

№
22)

の
六
名
、
そ
の
身
分
は
上
か
ら

盲
人
・
他
家
の
家
来
・
他
家
の
家
来
・
浪
人
・
町
人
・
百
姓
で
あ
る
。
家
来
は
、
原

( ) 田沼時代興利策の残影 (山本)77
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孫
四
郎
・
戸
田
七
左
衛
門
・
本
郷
喜
平
太
・
高
木
桂
蔵
・
北
澤
虎
蔵
・
藤

田
与
九
郎
の
六
名

(

№
８
〜
13)

、
い
ず
れ
も
主
人
は
堀
内
氏
有
で
あ
っ

た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
手
先
は
他
に
仕
え
て
い
る
主
人
が
存
在
す
る
、

あ
る
い
は
生
業
の
手
段
を
有
し
つ
つ
、
堀
内
の
金
山
開
発
に
関
わ
っ
て
い

た
者
、
家
来
は
堀
内
と
主
従
関
係
に
あ
り
、
金
山
開
発
は
勿
論
、
そ
の
他

の
諸
事
全
般
に
も
関
与
し
、
同
人
よ
り
扶
持
を
支
給
さ
れ
て
い
た
者
、
と

し
て
分
類
で
き
る
。
次
に
、
上
記
の
者
た
ち
が
堀
内
の
手
先
あ
る
い
は
家

来
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う

(

�)

。

①
此
村
田
栄
助
儀
、
堀
内
粂
之
丞
掛
り
甲
州
金
山
方
之
手
先
又
は
家

来
ニ
相
成
候
得
は
、
追
而
山
出
金
上
納
残
を
割
合
請
取
、
其
上
立

身
も
可
致
趣
承
、
手
先
ニ
相
成
候

(

後
略)

、

②
此
戸
田
七
左
衛
門
儀
、
堀
内
粂
之
丞
掛
甲
州
金
山
方
之
手
先
又
は

家
来
等
に
相
成
候
得
は
、
山
出
金
上
納
残
を
割
合
請
取
、
其
上
立

身
も
可
致
段
承
、
粂
之
丞
家
来
ニ
相
成
候

(

後
略)

、

③
此
新
八
儀
、
堀
内
粂
之
丞
掛
り
甲
州
金
山
方
之
手
先
ニ
相
成
候
得

は
、
山
出
金
上
納
残
を
割
合
請
取
、
其
上
立
身
も
可
致
趣
承
、
手

先
ニ
成

(

中
略)

、
諸
入
用
ハ
追
而
粂
之
丞
�
請
取
候
積
ニ
而
自

分
�
差
出

(

後
略)

、

右
か
ら
村
田
栄
助
・
戸
田
七
左
衛
門
・
新
八
の
三
名
は
、
い
ず
れ
も
堀

内
氏
有
が
提
示
し
た
、
上
納
金
の
残
高
を
分
配
す
る
、
幕
府
に
御
家
人
あ

る
い
は
御
用
達
と
し
て
推
挙
す
る
、
と
い
っ
た
条
件
に
よ
り
手
先
・
家
来

に
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
傍
線
部
の
ご
と
く
、
こ
の
条

件
は
、
無
給
ど
こ
ろ
か
私
費
を
投
じ
て
で
も
堀
内
の
手
先
に
な
り
た
い
、

と
い
う
者
を
出
現
さ
せ
る
ほ
ど
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
旗
本
・
御
家
人
の
家
来
の
生
活

状
況
、
幕
府
に
よ
る
人
材
登
用
策
の
推
進
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
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表３ 堀内粂之丞一件における関係者一覧

№ 氏名 肩書
尋
問
①

尋
問
②

尋
問
③

科刑

1 堀内粂之丞氏有 甲府勤番/瀧川長門守利雍支配 ○ 改易

2 勝与八郎忠昌 小普請/船越駿河守景範支配 ○ 差控

3 鷲秀甫 堀内手先/盲人/先手同心鷲郡助父 ○ 惣録へ引き渡し

4 村田栄助 堀内手先/小普請小林正規家来 ○ 軽追放

5 柴山左内 西丸持弓頭同心柴山弥五郎大叔父 ○ ○ 押込

6 塚越代右衛門 小普請富士信清家来 ○ ○ 急度叱り

7 能勢源十郎 堀内手先/小普請組支配世話取扱助天野藤十郎家来 ○ 暇の申し渡し

8 原孫四郎 堀内粂之丞家来 ○ ○

9 戸田七左衛門 堀内粂之丞家来 ○ 暇の申し渡し

10 本郷喜平太 堀内粂之丞家来 ○ 50日押込

11 高木桂蔵 堀内粂之丞家来 ○ ○ 50日押込

12 北澤虎蔵 堀内粂之丞家来 ○ ○ 100日押込

13 藤田与九郎 堀内粂之丞家来 ○ ○ 構い無し

14 本郷寿碩 持弓頭同心中嶋次太夫地借医師 ○ ○ 構い無し

15 引佐貞蔵 堀内手先/西河岸町利助店浪人 ○ ○ 江戸払い

16 喜右衛門 四谷長安寺門前家主 ○ ○ 急度叱り

17 山七 佐吉/柳原岩井町与市店 ○ ○ 過料4貫文

18 吉兵衛 糀町13町目久兵衛店 ○ ○ 構い無し

19 平三郎 本材木町２町目伝兵衛店平兵衛忰 ○ ○ 構い無し

20 茂八 堀内粂之丞家来古家多助召仕 ○ ○ 構い無し

21 善八 堀内手先/小池喜右衛門/町人/神田久右衛門町１町目代地源助店文五郎父 ○ 所払い

22 新八 堀内手先/伊兵衛/木津新八郎/百姓/神田小柳町２町目家主次右衛門方 過料10貫文

23 武兵衛 小細町1町目久兵衛店 ○ ○ 構い無し

24 半兵衛 柏木淀橋町家主 ○ ○ 構い無し

25 土井東民 呉服町徳右衛門店町医 過料３貫文

26 利助 西河岸町家主 急度叱り

27 久右衛門 柏木成子町吉左衛門店 ○ ○

この表は ｢寛政録｣ 寛政12年５月25日条､ ｢吟味物口書一件｣ により作成した｡

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



な
わ
ち
当
該
期
、
旗
本
・
御
家
人
の
家
来
は
、
自
家
の
再
生
産
す
ら
も
覚
束
な
い
状

況
に
あ
り

(
�)

、
ま
た
幕
府
は
、
田
沼
時
代

(

一
七
五
八
〜
八
六)

の
ご
と
く
興
利
策
を

上
申
す
る
者
は
勿
論
、
学
問
吟
味
や
武
芸
上
覧
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
幅
広
い
層
か
ら

優
秀
な
人
材
を
起
用
し
て
い
く
方
針
を
採
っ
て
い
た

(

�)

。
つ
ま
り
、
諸
人
が
堀
内
氏
有

の
手
先
・
家
来
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
推
挙
に
よ
り
御
家
人
や
御
用
達
に
立
身
す
る
、

そ
れ
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
た
と
え
ば
上
納
金
の
残
高
で
御
家
人
株

な
ど
を
購
入
し
、
独
立
し
た
生
計
を
立
て
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

第
二
章

甲
府
勤
番
堀
内
粂
之
丞
氏
有
の
集
金
策

本
章
で
は
、
甲
府
勤
番
堀
内
粂
之
丞
氏
有
が
中
山
金
山
の
開
発
の
た
め
に
計
画
し

た
集
金
策

(

堀
内
粂
之
丞
一
件
と
称
さ
れ
る)

に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

図
は
、
堀
内
粂
之
丞
一
件
に
関
わ
っ
た
人
物
と
一
件
の
経
緯
に
つ
い
て
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。
№
１
〜
23
は
時
間
の
経
過
が
判
明
す
る
事
象
、
イ
〜
ト
は
№
１
〜
23

の
経
過
中
、
同
時
に
起
こ
っ
て
い
た
事
象
を
示
し
て
い
る
。
堀
内
粂
之
丞
一
件
は
、

寛
政
一
一
年

(

一
七
九
九)

二
月
よ
り
八
月
ま
で
の
間
に
起
こ
っ
た
出
来
事
で
あ
り
、

図
の

｢

送
信
／
受
信｣

の
項
に
よ
れ
ば
、
堀
内
氏
有

(

登
場
は
一
三
回)
と
そ
の
手

先
、
と
り
わ
け
堀
内
に

｢

功
者
成
も
の｣

と
評
価
さ
れ
て
い
た
鷲
秀
甫

(

一
二
回)

を
中
心
に
行
わ
れ
た
。
一
件
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

(

�)

。

申
渡
之
覚

堀
内
粂
之
丞

其
方
儀
、
甲
州
金
山
方
之
儀
ニ
付
、
存
寄
之
趣
品
々
御
勘
定
所
江
申
立
候
書
付

之
内
、
金
子
貸
附
置
利
金
を
以
山
方
入
用
ニ
致
し
度
趣
ハ
、
引
請
之
者
慥
成
儀

ニ
候
ハ
ヽ
、
品
ニ
寄
評
議
ニ
及
ひ
御
下
ヶ
金
等
も
可
相
成
由
、
勝
与
八
郎
申
聞

候
ニ
泥
ミ
、
引
請
之
者
承
合
候
様
、
手
附
之
者
と
も
江
申
付
候
処
、
会
所
有
之

候
ハ
ヽ
、
引
受
之
も
の
も
可
有
之
段
、
鷲
秀
甫
任
申
聞
候
、
兼
而
於
当
地
山
方

鉄
鑽
運
送
用
場
を
建
度
存
罷
在
候
付
、
右
運
送
用
場
之
儀
、
御
勘
定
所
并
支
配

江
も
申
達
置
、
聞
届
有
之
候
得
ハ
、
会
所
に
も
可
致
存
含
ニ
而
、
町
家
を
借
受
、

内
々
用
場
ニ
致
し
候
処
、
用
場
建
候
儀
ハ
見
合
候
様
差
図
有
之
候
而
も
、
町
家

之
用
場
ハ
其
儘
ニ
差
置
、
且
又
貸
附
之
儀
、
自
分
ニ
而
内
々
糺
方
致
し
、
世
上

之
浮
説
及
ひ
候
て
ハ
以
之
外
ニ
候
間
、
先
取
斗
之
趣
一
存
を
以
申
立
候
様
御
勘

定
所
よ
り
申
達
候
ニ
付
、
一
己
之
存
念
申
立
候
処
、
難
成
筋
之
由
差
図
有
之
候

得
と
も
、
手
附
之
者
等
江
有
之
儘
ニ
は
不
申
聞
、
不
束
之
儀
北
澤
虎
蔵
江
申
含

候
故
、
同
人
彼
是
取
繕
、
跡
形
も
無
之
儀
手
附
之
者
等
江
申
達
、
殊
ニ
手
附
并

家
来
等
身
元
も
不
相
糺
、
給
金
手
当
之
定
も
な
く
申
込
次
第
召
抱
、
追
而
ハ
御

家
人
又
は
御
用
達
等
に
も
相
願
可
遣
な
ど
申
聞
、
町
人
・
百
姓
江
も
猥
に
苗
字

帯
刀
差
免
候
儀
共
、
不
届
之
至
候
、
依
之
改
易
被

仰
付
者
也
、

五
月

右
は
、
堀
内
氏
有
に
改
易
を
申
し
渡
し
た
こ
と
を
記
し
た
寛
政
一
二
年
五
月
付
の

文
書
で
あ
る
。
波
線
部
に
よ
れ
ば
、
堀
内
氏
有
は
、
①
勘
定
所
に
提
出
し
た
書
付
の

な
か
で
、
金
子
を
貸
し
付
け
、
そ
の
利
分
で
甲
斐
国
の
金
山
を
開
発
し
た
い
と
申
し

出
た
こ
と
、
②
勘
定
組
頭
の
勝
与
八
郎
忠
昌
よ
り
、
貸
付
金
の
出
資
元
が
確
か
で
あ

れ
ば
、
勘
定
所
で
評
議
し
て
御
下
ヶ
金
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
伝
え
ら
れ

た
こ
と

(

�)

、
③
勝
忠
昌
の
見
解
に
執
着
し
て
、
手
先
・
家
来
に
出
資
元
を
探
す
よ
う
に

申
し
付
け
た
と
こ
ろ
、
手
先
の
鷲
秀
甫
よ
り
、
会
所
が
あ
れ
ば
引
き
受
け
て
く
れ
る

者
も
現
れ
る
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
意
見
を
採
用
し
た
こ
と
、
④
江
戸
に
鉄
鑽
の
運
送

場
を
建
て
た
い
の
で
、
そ
の
旨
を
勘
定
所
と
甲
府
勤
番
支
配
に
上
申
し
、
受
理
さ
れ

れ
ば
会
所
と
し
て
も
使
用
す
る
考
え
で
あ
っ
た
の
で
、
町
家
を
借
り
受
け
、
内
々
に

運
送
場
に
し
て
い
た
こ
と
、
が
判
明
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
幕
府
は
傍
線
部
の
ご
と
く
、
①
運
送
場
の
建
設
見
合
わ
せ
の
指
示

を
守
ら
ず
、
町
家
の
運
送
場
を
維
持
し
た
、
②
勘
定
所
に
意
見
が
採
用
さ
れ
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
来
の
北
澤
虎
蔵
に
対
し
、
他
の
手
先
・
家
来
に
は
不
採
用

( ) 田沼時代興利策の残影 (山本)79
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図 堀内粂之丞一件の人物相関図

№ 送信/受信 月日 略説

1 堀内→勘定所 2月 伺書を提出する｡

2 勝→堀内 2月下旬 金子の貸付について返答する｡

3 堀内･鷲⇔新八 3月上旬 御下金を得るため､ 新八に地面の差出を要求するが拒否される｡

4 堀内→家来･手先 3月 御下金を引き受けることができる出資元を探すように指示する｡

5 家来･手先→複数 3月中旬 出資を引き受ける者が存在しないかどうか相談する｡

6 鷲⇔善八 3月下旬 忠兵衛宛の手紙について協議する｡

7 善八→忠兵衛 3月下旬 大坂に貸付金会所を設立することになった旨を連絡する｡

8 鷲⇔原 会所の設立について協議する｡

9 鷲⇔堀内 鷲は会所の設立について上申し､ 堀内は鉄鑽運送用場を建設したいと返答する｡

10 堀内→勘定所 4月 用場建設のことで伺いを立てる｡

11 鷲⇔戸田 4月 忠兵衛宛の手紙について協議する｡

12 忠兵衛⇔鷲 4月 鷲は忠兵衛からの問い合わせに､ 会所のことは安心して待つように返答する｡

13 鷲→藤堂 5月上旬 会所設立のため､ 地面の借用を申し込む｡

14 鷲⇔堀内 6月 堀内は鷲の提案を許可し､ 瀧川･勘定所に無断で明家を借用して用場を建設する｡

15 鷲⇔戸田 6月 堀内に無断で､ 用場の玄関に ｢金山方御用｣ と記した高張提灯を設置する｡

16 勘定所⇔堀内 6月15日
堀内は勘定所より､ 貸付の件で浮説が流布しては問題なので､ 存念を報告すること､ 用場
建設のための借地などは見合わせること､ と指示され､ 書付を提出した｡

17 藤堂→堀内 6月 頭支配より､ 地面の貸付について許可が下りたことを連絡する｡

18 堀内→瀧川 6月22日 用場の建設は勘定所に認められると思うので､ 藤堂より地面を借用したと報告する｡

19 瀧川→堀内 7月7日 用場建設のための借地などは見合わせるように指示する｡

20 鷲⇔原 借地の見合わせ､ 用場建設の中止という堀内の指示について協議する｡

21 鷲⇔堀内 鷲は堀内に､ 密かに建てた用場は維持するように上申して許可される｡

22 堀内→北澤 8月2日 金子貸付の不採用を聞いた家来･手先を落胆させないように指示する｡

23 北澤→家来･手先 8月2日 虚偽の報告をする｡

イ 山七⇔鷲 山七は鷲を介して堀内の書役となり､ 鷲の指示通りに忠兵衛への手紙を認める｡

ロ 利助→引佐 利助は､ 引佐の身元を糺さずに店を貸す｡

ハ 土井→引佐 土井は､ 引佐の身元を糺さずに店請人となる｡

ニ 柴山⇔諸人 柴山は貸付金の話を流布し､ 申込者より役名･高などが記された書付を預かる｡

ホ 堀越→本郷 主人の勝手向き不如意を憂い､ 無断で金子の借用を申し込む｡

ヘ 堀越⇔喜右衛門
堀越は､ 金子借用の申込者が存在すれば､ 本郷に取り次ぐ旨を伝え､ 喜右衛門は謝礼など
を期待して､ 申込者を堀越に連絡した｡

ト 喜右衛門⇔出入屋敷 喜右衛門は塚越のことを話し､ 申込者より高･名前などが記された書付を受け取る｡

この表は ｢吟味物口書一件｣ により作成した｡ なお月日の項で空白は､ 不明であることを示している｡

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



の
旨
を
伝
え
な
い
よ
う
に
指
示
し
た
の
で
、
北
澤
が
手
先
・
家
来
に
虚
偽
の
報
告
を

し
た
、
③
申
込
者
の
身
元
を
糺
さ
ず
、
給
金
な
ど
も
定
め
ず
に
手
先
・
家
来
と
し
て

召
し
抱
え
、
さ
ら
に
は
手
先
や
家
来
に
対
し
、
い
ず
れ
は
幕
府
に
、
御
家
人
あ
る
い

は
御
用
達
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
推
挙
す
る
と
伝
え
、
町
人
・
百
姓
に
無
闇
に
苗

字
帯
刀
を
許
し
て
い
た
、
と
い
う
罪
に
よ
り
、
堀
内
氏
有
を
改
易
に
処
し
て
い
る
。

こ
の
一
件
に
お
い
て
注
目
す
る
べ
き
は
、
堀
内
氏
有
が
金
子
の
貸
付
業
を
行
い
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
、
金
子
貸
付
の
具
体
的
仕
法
、
の
二
点
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
図
の
№
１
〜
23
の
ご
と
く
一
件
が
経
過
し
て
い
く
中
で
、
堀
内
氏
有

が
勘
定
所
に
提
出
し
た
伺
書
な
ど
か
ら
判
明
す
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
、
個
別
に
検
討

を
加
え
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
一
件
の
発
端
と
な
っ
た
勘
定
所
へ
の
伺
書
か
ら
み
て
み
よ
う

(

№
１)

(

�)

。

此
伺
書
相
糺
候
処
、
金
山
懸
り
被

仰
付
候
上
は
、
稼
方
差
支
無
之
候
得
共
、

御
代
官
支
配
之
百
姓
等
ニ
而
山
例
猥
之
節
、
取
斗
致
兼
、
其
度
々
御
代
官
江
懸

合
候
儀
も
遠
慮
致
し
、
捗
取
兼
候
間
、
金
・
銀
・
銅
・
鉛
見
込
之
場
所
開
発
中
、

御
預
被
成
下
候
儀
は
相
成
間
敷
哉
之
趣
、
次
ニ
古
�
廃
居
候
諸
山
取
立
候
は
、

貸
附
金
願
相
叶
候
得
は
、
右
利
分
を
以
稼
入
用
ニ
致
し
、
諸
山
取
開
申
度
、
右

貸
付
之
儀
は
、
兼
而
利
安
ニ
而
可
差
出
金
主
心
当
有
之
候
間
、
御
評
議
も
被
成

下
候
趣
ニ
候
ハ
ヽ
、
貸
付
方
仕
法
可
申
上
、
若
貸
付
金
之
儀
、
差
配
難
相
成
筋

ニ
も
候
ハ
ヽ
、
甲
府
勤
番
支
配
ニ
而
取
扱
、
右
差
図
を
請
、
取
斗
候
様
に
も
致

度
、
左
候
得
は
、
金
主
ニ
不
抱
、

公
儀
御
下
金
ニ
而
も
、
支
配
之
差
図
を

請
取
斗
、
何
レ
ニ
も
貸
付
相
叶
候
ハ
ヽ
、
諸
山
開
発
成
就
致
し
、
多
分
之
御
益

筋
取
斗
度
心
願
ニ
候
趣
、
其
外
ニ
も
三
ヶ
條
之
伺
書
ニ
御
座
候
、

右
か
ら
堀
内
氏
有
は
勘
定
所
に
、
①
金
山
御
用
掛
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
の
で
、
稼

ぎ
方
に
つ
い
て
差
し
支
え
は
な
い
が
、
代
官
支
配
の
百
姓
な
ど
で
山
例
を
乱
す
者
が

存
在
し
て
も
、
そ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
こ
と
で
代
官
に
掛
け
合
う

の
も
控
え
て
い
る
の
で
開
発
が
捗
ら
な
い
、
②
産
出
が
見
込
め
る
金
・
銀
・
銅
・
鉛

の
諸
山
の
開
発
中
、
百
姓
な
ど
の
身
分
上
の
支
配
権
を
代
官
よ
り

｢

御
預｣

す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
、
③
金
子
の
貸
付
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
利
分
を
費
用
と
し

て
、
以
前
よ
り
廃
れ
て
い
る
諸
鉱
山
の
開
発
を
再
開
し
た
い
、
④
貸
付
す
る
金
子
に

つ
い
て
は
、
利
安
で
出
資
し
て
く
れ
る
者
に
心
当
た
り
が
あ
る
の
で
、
勘
定
所
に
お

い
て
評
議
し
て
も
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
貸
付
の
仕
法
を
申
し
上
げ
る
、
⑤
勘
定
所

に
お
い
て
、
金
子
の
貸
付
に
つ
い
て
差
配
し
難
い
の
で
あ
れ
ば
、
甲
府
勤
番
支
配
に

取
り
扱
い
を
さ
せ
、
そ
の
指
示
に
も
と
づ
い
て
貸
付
を
行
え
ば
、
出
資
元
に
か
か
わ

ら
ず
、
幕
府
よ
り
の
御
下
ヶ
金
を
貸
付
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
甲
府
勤
番
支
配
の

指
示
を
受
け
る
だ
け
で
よ
い
、
と
い
う
五
点
に
つ
い
て
伺
い
を
立
て
て
い
る
。

さ
ら
に
傍
線
部
か
ら
、
堀
内
氏
有
が
最
初
、
勘
定
所
に
要
求
し
た
の
は
五
項
目
、

そ
の
中
で
も
金
山
開
発
に
従
事
す
る
百
姓
等
の
処
罰
権
の
付
与
、
貸
金
業
の
許
可
が

主
要
な
伺
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

二
月
下
旬
、
堀
内
氏
有
は
伺
書
に
対
す
る
回
答
を
聞
く
た
め
、
勘
定
所
へ
赴
い
た
。

堀
内
の
伺
い
は
勘
定
組
頭
の
勝
与
八
郎
忠
昌
が
担
当
し
、
勝
は
堀
内
に
、
伺
書
に
お

い
て
判
然
と
し
な
い
箇
所
を
確
認
し
た
上
、
い
ず
れ
も
許
可
で
き
な
い
と
返
答
し
て

い
る

(

�)

。
こ
れ
に
対
し
、
堀
内
氏
有
は
、
金
山
開
発
の
た
め
に
も
金
子
の
貸
付
だ
け
は

許
可
し
て
ほ
し
い
と
主
張
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
評
議
も
有
り
得
る
、
と
の
回
答

を
得
た

(

�)

。
さ
ら
に
後
日
、
堀
内
氏
有
は
勝
宅
に
お
い
て
、
如
何
す
れ
ば
勘
定
所
に
お

い
て
評
議
し
て
も
ら
え
る
の
か
と
質
問
し
、
勘
定
所
に

｢

所
持
地
面
等
可
差
出
慥
成

儀
も
候
ハ
ヽ
、
品
ニ
寄
御
下
ヶ
金
ニ
も
可
相
成｣

と
の
回
答
も
得
て
い
る

(

№
２)

(

�)

。

こ
れ
に
よ
り
、
堀
内
氏
有
は
三
月
上
旬
、
土
地
を
持
っ
て
い
る
手
先
新
八
に
、
貸

金
業
を
営
む
た
め
所
持
地
を
差
し
出
す
よ
う
に
要
求
し
た
。
し
か
し
新
八
は
、
堀
内

よ
り
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
所
持
地
は
悴
伊
兵
衛
に
譲
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
新
八

の
一
存
で
同
地
を
自
由
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
し
て
要
求
を
拒
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
新
八
は
こ
の
時
、
堀
内
に
貸
付
の
利
分
は
ど
れ
程
な
の
か
、
質
問
し
て
い

る

(

�)

。
こ
れ
に
対
し
、
堀
内
は
鷲
秀
甫
を
呼
び
、
次
の
ご
と
く
貸
金
業
の
仕
法
に
つ
い
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て
説
明
さ
せ
た
の
で
あ
る

(

№
３)

(

�)

。

(
前
略)

一
躰
去
未
年
、
中
山
方
江
千
五
百
両
程
も
入
用
相
懸
候
ハ
ヽ
、
捗
取

候
様
ニ
も
可
相
成
哉
ニ
付
、
其
分
を
山
方
江
懸
ヶ
、
千
五
百
両
は
為
利
足
、
出

金
致
し
候
も
の
江
相
渡
候
積
ニ
付
、
弐
口
合
三
千
両
之
利
分
ニ
相
成
候
程
ニ
は
、

元
金
何
程
之
高
貸
附
可
然
哉
と
秀
甫
江
相
尋
候
処
、
元
金
高
五
万
両
ニ
候
得
は
、

壱
ヶ
月
五
十
両
ニ
付
壱
分
宛
之
利
分
ニ
而
、
壱
ヶ
年
之
利
足
三
千
両
ニ
相
成
候

由
申
聞
候
間
、
証
拠
地
面
さ
へ
差
出
候
も
の
有
之
候
得
は
、
夫
丈
ヶ
之
御
下
金

有
之
候
由
を
外
ニ
而
段
々
及
承
候
ハ
ヽ
、
逐
々
金
主
出
来
可
致
間
、
口
々
合
候

而
成
共
、
五
万
両
程
も
出
金
為
致
候
上
、
御
勘
定
所
江
差
出
、
御
旗
本
・
御
家

人
江
御
貸
附
ニ
相
成
候
様
致
度
、
然
上
は
山
方
入
用
金
不
足
無
之
、
金
山
永
久

之
基
ニ
候
間
、
右
之
通
取
計
度
旨
申
聞
候

(
後
略)

、

右
か
ら
堀
内
氏
有
は
鷲
秀
甫
に
、
①
寛
政
一
一
年
の
開
発
は
、
中
山
金
山
に
一
五

〇
〇
両
ほ
ど
も
投
資
し
て
い
れ
ば
捗
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
②
一
五
〇
〇
両
を
中
山

金
山
に
投
資
し
、
さ
ら
に
一
五
〇
〇
両
を
出
資
元
に
還
元
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
二

口
で
三
〇
〇
〇
両
ほ
ど
必
要
と
な
る
が
、
そ
れ
に
は
元
金
を
如
何
ほ
ど
貸
付
す
れ
ば

よ
い
か
、
と
質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
鷲
は
、
①
元
金
が
五
万
両
の
場
合
、
一
ヵ

月
あ
た
り
五
〇
両
に
つ
き
一
分
の
利
息
で
貸
し
付
け
れ
ば
、
一
年
間
に
三
〇
〇
〇
両

の
利
分
と
な
る
、
②
所
持
地
の
提
供
者
が
存
在
し
、
幕
府
よ
り
五
万
両
の
御
下
ヶ
金

が
あ
る
と
流
布
す
れ
ば
、
次
第
に
出
資
者
も
現
れ
る
、
③
色
々
合
わ
せ
て
五
万
両
ほ

ど
出
資
さ
せ
、
そ
れ
を
勘
定
所
に
差
し
出
し
、
旗
本
・
御
家
人
へ
の
貸
付
を
行
い
た

い
と
申
し
出
る
、
と
返
答
し
て
い
る
。

こ
の
応
答
に
お
い
て
注
目
す
る
べ
き
は
、
金
子
の
貸
付
先
は
旗
本
・
御
家
人
で
あ

り
、
そ
の
利
率
は
一
ヵ
月
あ
た
り
五
〇
両
に
つ
き
一
分
と
い
う
低
利
で
あ
っ
た
こ
と
、

集
金
し
た
五
万
両
は
勘
定
所
に
差
し
出
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
ヵ
月
あ
た
り
五
〇
両
に
つ
き
一
分
と
い
う
利
率
を
年
利
に
あ
ら
た

め
る
と
、
年
三
両
の
利
率
六
％
に
な
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
旗
本
・
御
家
人
に
金
子

を
貸
し
付
け
る
存
在
と
し
て
、
札
差
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
札
差
は
寛
延
二
年

(

一
七
四
九)

よ
り
年
利
一
八
％
で
、
棄
捐
令
の
発
令
後
は
年
利
一
二
％
で
の
貸
付

を
認
め
ら
れ
て
い
た

(

�)

。
つ
ま
り
堀
内
は
、
札
差
の
公
定
利
率
の
半
分
で
、
旗
本
や
御

家
人
に
金
子
を
貸
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
集
金
し
た
五
万
両
を
勘
定
所
に
差
し
出
し
た
場
合
、
そ
の
金
子
は
公
金
と

な
る
。
お
そ
ら
く
堀
内
氏
有
は
、
勘
定
所
‐
堀
内
‐
借
用
者
と
い
う
よ
う
に
、
金
子

の
借
用
希
望
者
と
公
金
の
管
理
機
関
で
あ
る
勘
定
所
と
の
取
次
役
に
な
ろ
う
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
な
お
前
述
の
ご
と
く
、
堀
内
氏
有
は
勘
定
所
に
提
出
し
た
伺
書
の
中

で
も
、
貸
付
は
勘
定
所
あ
る
い
は
上
役
で
あ
る
甲
府
勤
番
支
配
の
指
示
に
も
と
づ
い

て
行
う
と
主
張
し
て
い
て
、
取
り
扱
う
金
子
は
公
金
と
い
う
一
貫
し
た
考
え
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
堀
内
氏
有
が
公
金
の
貸
付
に
着
目
し
た
の
は
、
①
公
金
の

貸
付
と
し
て
宣
伝
す
れ
ば
、
利
率
の
低
さ
に
不
安
を
抱
く
者
も
、
安
心
し
て
借
用
を

申
し
込
ん
で
く
る
、
②
公
金
で
あ
れ
ば
借
用
者
も
期
限
内
に
返
済
す
る
し
、
借
用
者

と
の
間
で
問
題
が
生
じ
て
も
、
奉
行
所
が
取
り
扱
っ
て
く
れ
る
、
な
ど
の
理
由
か
ら

で
あ
ろ
う
。

ま
た
№
17
の
ご
と
く
、
堀
内
氏
有
は
六
月
一
五
日
、
勘
定
所
よ
り
、
貸
金
業
の
こ

と
で
浮
説
が
流
布
し
て
は
問
題
な
の
で
、
堀
内
の
存
念
を
報
告
す
る
よ
う
に
指
示
さ

れ
、
次
の
書
付
を
提
出
し
て
い
る

(

�)

。

此
書
付
相
糺
候
処
、
当
時
百
石
�
五
百
石
迄
、
百
石
ニ
付
弐
拾
五
両
限
貸
附
、

利
足
壱
ヶ
月
五
拾
両
ニ
付
壱
分
之
積
、
知
行
取
は
物
成
収
納
、
御
蔵
米
取
は
冬

御
切
米
之
節
、
返
金
之
積
り
ニ
而
貸
付
、
追
々
金
主
付
候
得
は
、
千
石
以
上
迄

用
立
候
心
組
ニ
而
、
当
時
金
高
五
萬
両
、
利
足
壱
ヶ
年
三
千
両
ニ
而
、
右
之
内

半
金
は
山
方
入
用
ニ
致
し
、
金
主
江
は
半
金
相
渡
候
間
、
百
両
壱
分
ニ
相
当
候
、

依
之
山
出
之
金
銀
上
納
御
引
替
金
、
不
残
金
主
江
相
渡
候
積
之
段
、
其
外
彼
是

相
認
候
書
付
ニ
御
座
候
、

右
か
ら
堀
内
氏
有
は
勘
定
所
に
、
①
一
〇
〇
石
よ
り
五
〇
〇
石
ま
で
の
旗
本
・
御

東京大学史料編纂所研究紀要 第20号 2010年３月 ( )82

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



家
人
に
、
一
〇
〇
石
に
つ
き
二
五
両
ま
で
貸
し
付
け
、
一
ヵ
月
あ
た
り
五
〇
両
に
つ

き
一
分
の
利
息
を
取
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
、
②
貸
付
金
は
、
知
行
取
に
は
年
貢
、

蔵
米
取
に
は
冬
に
支
給
さ
れ
る
切
米
で
、
返
済
し
て
も
ら
う
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
、

③
出
資
元
が
付
け
ば
、
貸
付
の
対
象
を
一
〇
〇
〇
石
以
上
の
者
に
ま
で
拡
大
す
る
考

え
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
五
万
両
の
貸
付
か
ら
一
ヵ
年
に
三
〇
〇
〇
両
の
利
息

を
取
り
、
そ
の
う
ち
一
五
〇
〇
両
は
金
山
費
用
に
充
て
、
一
五
〇
〇
両
は
出
資
元
に

渡
す
つ
も
り
な
の
で
、
貸
付
に
よ
る
実
質
的
な
取
り
分
は
一
〇
〇
両
に
つ
き
一
分
で

あ
る
こ
と
、
④
産
出
し
た
金
銀
を
上
納
す
る
こ
と
で
、
幕
府
よ
り
貰
え
る
引
替
金
は
、

残
ら
ず
出
資
元
に
渡
す
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
、
の
四
点
を
報
告
し
て
い
る
。

堀
内
氏
有
が
対
象
と
し
て
い
る
旗
本
・
御
家
人
よ
り
、
一
ヵ
年
に
三
〇
〇
〇
両
の

利
息
を
得
よ
う
と
し
た
場
合
、
最
大
で
二
〇
〇
〇
名
、
最
小
で
四
〇
〇
名
に
貸
し
付

け
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
堀
内
氏
有
は
寛
政
期
の
旗
本
・
御
家
人
を
、
窮
乏
し

て
い
て
低
利
の
話
を
持
ち
掛
け
れ
ば
、
誰
し
も
借
用
を
申
し
込
ん
で
く
る
存
在
と
し

て
把
握
し
て
い
た
こ
と
、
が
看
取
で
き
る
。

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
堀
内
氏
有
が
貸
金
業
を
営
も
う
と
し
た
の
は
、
そ
の
利
分

で
金
山
開
発
を
進
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
り
、
し
か
も
堀
内
は
、
寛
政
期
の

旗
本
・
御
家
人
は
誰
し
も
窮
乏
し
て
い
る
と
い
う
理
解
か
ら
、
許
可
さ
え
出
れ
ば
貸

付
は
上
手
く
い
く
と
の
算
段
を
付
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

第
三
章

集
金
策
の
破
綻

寛
政
一
一
年

(

一
七
九
九)

九
月
三
日
、
老
中
松
平
伊
豆
守
信
明
は
町
奉
行
小
田

切
土
佐
守
直
利
に
対
し
、
勘
定
奉
行
よ
り
受
理
し
た
甲
府
勤
番
堀
内
粂
之
丞
氏
有
に

関
わ
る
書
類
を
渡
し
、
堀
内
が
内
々
で
貸
付
金
会
所
を
建
て
、
柴
山
左
内
が
同
所
の

世
話
人
を
務
め
て
い
る
と
の
件
に
つ
い
て
、
そ
の
動
向
を
探
る
よ
う
に
指
示
し
た

(

�)

。

九
月
六
日
、
小
田
切
直
利
は
松
平
信
明
に
、
定
廻
同
心
飯
尾
藤
十
郎
を
柴
山
左
内

の
所
へ
遣
わ
し
、
柴
山
が
貸
付
金
会
所
の
世
話
人
を
務
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た

の
で
、
柴
山
な
ど
六
名
の
世
話
人
を
一
斉
検
挙
し
た
い
と
の
伺
い
を
立
て
、
九
日
に

承
付
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
同
日
、
小
田
切
は
表
３
尋
問
①
の
ご
と
く
、
原
孫
四
郎

な
ど
一
六
名
を
捕
縛
・
尋
問
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

九
月
一
八
日
、
小
田
切
直
利
は
松
平
信
明
に
、
吟
味
の
た
め
堀
内
氏
有
を
甲
府
よ

り
町
奉
行
所
に
護
送
す
る
よ
う
に
と
の
旨
、
甲
府
勤
番
支
配
瀧
川
長
門
守
利
雍
に
仰

せ
渡
し
て
ほ
し
い
と
伺
い
を
立
て
、
翌
日
に
承
付
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
月

二
八
日
、
小
田
切
直
利
・
目
付
松
平
田
宮
栄
隆
は
評
定
所
に
お
い
て
、
堀
内
氏
有
な

ど
二
三
名
を
尋
問
し
た
の
で
あ
る

(

表
３
尋
問
②)

(

�)

一
二
月
六
日
、
大
目
付
井
上
美
濃
守
利
恭
・
小
田
切
直
利
・
松
平
栄
隆

(

三
手
掛)

は
松
平
信
明
に
、
吟
味
の
た
め
小
普
請
勝
与
八
郎
忠
昌
に
評
定
所
へ
出
頭
す
る
よ
う

に
と
の
旨

(

	)

、
小
普
請
組
支
配
船
越
駿
河
守
景
範
に
仰
せ
渡
し
て
ほ
し
い
と
上
申
し
、

八
日
に
勝
の
尋
問
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た

(

表
３
尋
問
③)

(


)

。

こ
の
よ
う
に
、
堀
内
氏
有
と
そ
の
関
係
者
へ
の
尋
問
は
何
度
も
行
わ
れ
、
町
奉
行

所
で
は
、
各
人
の
自
白
に
も
と
づ
い
て
調
書
な
ど
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
寛
政
一

二
年
三
月
一
日
に
は
、
小
田
切
直
利
が
井
上
利
恭
の
も
と
へ
、
修
正
し
た
箇
所
が
若

干
有
る
の
で
、
再
度
一
覧
す
る
よ
う
に
と
し
て
、
堀
内
氏
有
の
御
仕
置
伺
案
を
送
っ

て
い
る
。
井
上
利
恭
は
御
仕
置
伺
案
を
一
覧
後
、
松
平
栄
隆
の
も
と
へ
届
け
た
が
、

松
平
も

｢

存
寄
無
之｣

と
の
見
解
を
示
し
た
の
で
、
直
ち
に
小
田
切
直
利
に
返
却
し

て
い
る

(

�)

。

こ
れ
に
よ
り
、
堀
内
氏
有
等
へ
口
上
書
を
読
み
聞
か
せ
、
そ
の
文
面
を
確
認
さ
せ

る
｢

口
合｣

は
三
月
七
日
、
次
の
通
り
行
わ
れ
て
い
る

(

�)

。

一
土
佐
守
内
々
及
承
候
処
、
勝
与
八
郎
何
か
申
立
度
義
有
之
旨
、
先
達

｢

而｣
宅
番
罷
出
候
者
咄
候
由
ニ
而
、
其
節
宅
番
罷
出
候
、
当
時
御
畳
奉
行
其
節
小

普
請
ニ
而
罷
出
候
万
年
市
左
衛
門
江
申
聞
候
ニ
付
、
右
躰
之
義
挨
拶
ニ
も
難

及
義
之
旨
、
及
承
候
義
も
有
之
候
間
、
猶
得
と
口
書
等
下
突
合
致
候
様
懸
与

力
江
申
渡
候
処
、
極
而
申
立
度
義
有
之
候
ニ
付
、
懸
之
者
江
面
談
致
度
旨
封

( ) 田沼時代興利策の残影 (山本)83
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物
出
し
候
由
、
封
之
侭
持
参
致
候

｢

ニ｣

付
、
何
レ
ニ
も
差
出
候
品
開
封
可

致
旨
、
評
儀
致
開
封
致
候
処
、
外
之
儀
者
無
之
候
得
共
、
先
達

｢

而｣

吟
味

之
節
、
久
米
之
丞
へ
御
下
金
之
義
者
、
一
己
之
存
寄
ニ
而
及
挨
拶
候
旨
申
立

候
得
共
、
罷
帰
手
日
記
等
調
候
処
、
其
節
之
御
勘
定
奉
行
松
平
石
見
守
も
、

慥
成
引
当
等
有
之
候
ハ
ヽ
、
御
貸
附
金
等
之
義
者
評
義
も
可
致
旨
申
候
ニ
付
、

其
段
久
米
之
丞
江
及
挨
拶
候
義
之
旨
、
但
書
、
久
米
之
丞
拝
借
金
之
儀
ハ
、

何
レ
相
談
之
程
も
難
計
ニ
付
、
吹
金
ニ
而
引
上
候
方
と
御
申
之
事
認
有
之
旨

写
差
出
候
ニ
付
、
右
者
手
日
記
之
義
ニ
而
、
殊
ニ

｢

承
候｣

｢

写

之

｣

義
ニ
候
へ
者
、

旁
証
拠
ニ
も
難
成
義
、
殊
ニ
石
見
守
当
時
病
死
之
儀
ニ
候
得
者
、
先
達

｢

而｣

申
上
方
も
麁
忽
之
儀
、
当
時
右
躰
之
義
申
立
候
ハ
、
甚
不
束
之
義
如
何
敷
候

間
、
尚
又
与
力
・
御
徒
目
付
立
合
一
通
利
解
申
聞
候
様
、
其
上
ニ
も
強
而
申

立
候
ハ
ヽ
、
差
当
詰
ニ
相
成
可
申
旨
、
先
理
解
申
聞
候
様
申
聞
候
処
、
其
段

立
合
申
聞
候
処
、
何
分
ニ
も
右
之
趣
者
申
立
度
旨
申
聞
候
ニ
付
、
口
合
前
与

八
郎
一
通
り
呼
出
し
相
糺
候
処
、
同
様
之
義
申
立
、
尤
先
達

｢

而｣

松
平
石

見
守
申
聞
候
由
申
立
候
間
、
証
拠
ニ
而
も
有
之
哉
之
旨
吟
味
ニ
付
、
其
節
ハ

証
拠
も
無
之
旨
申
立
候
而
、
罷
帰
手
留
等
相
糺
候
処
、
右
之
通
書
留
有
之
旨

ニ
付
、
右
手
留
而
巳
之
儀

｢

候

｢

ニ

而

ハ

｣者｣

証
拠
ニ
も
難
取
用
、
殊
ニ
石
見
守

｢

記
載
な
し｣

｢

ニ｣

者
当
時
病
死
之
儀
候
得
者
、
糺
方
も
無
之
旨
相
糺
候
処
、
其
節
御
勘

定
所
内
座
ニ
而
、
外
御
勘
定
奉
行
ニ
も
被
居
合
候

｢

記

載

な

し

｣

｢

由
申
立
候｣

得
共
、

先
達

｢

而｣

御
勘
定
奉
行
も
承
糺
候
処
、
御
貸
附
金
之
義
者
引
当
慥
成
義
も

候
ハ
ヽ
、
評
義
可
致
与
申
儀
者
何
茂
不
存
旨
候
得
者
、
当
時
石
見
守
病
死
を

幸
ニ
、
右
躰
之
義
申
立
候
趣
意
ニ
而
不
埒
之
旨
、
吟
味
詰
一
意

｢

言｣

之
儀
も
難
申

立
候
、
依
之
今
日
右
之
趣
申
立
候
段
、
口
上
書
江
書
入
、
口
上
書
読
聞
候
処
、

申
分
無
之
旨
、

右
か
ら

｢

口
合｣

の
際
、
勝
忠
昌
は
申
し
立
て
た
い
こ
と
が
あ
る
と
し
て
、
三
手

掛
に
封
書
を
提
出
し
た
こ
と
、
封
書
の
内
容
を
め
ぐ
り
、
勝
と
三
手
掛
の
間
で
問
答

が
な
さ
れ
た
こ
と
、
が
判
明
す
る
。
封
書
の
内
容
と
そ
れ
に
対
す
る
三
手
掛
の
見
解

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

封
書
に
は
、

①
寛
政
一
一
年
一
二
月
八
日
に
吟
味
を
受
け
た
際
、
堀
内
氏
有
に
御
下
金
の
こ

と
を
話
し
た
の
は
勝
の
一
存
で
あ
る
と
申
し
立
て
た
こ
と
、

②
手
記
な
ど
を
調
べ
た
結
果
、
次
の
二
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

は
、
勘
定
奉
行
松
平
石
見
守
貴
強
が
、
出
資
元
の
身
元
な
ど
確
か
で
あ
れ
ば
、

貸
付
金
に
つ
い
て
は
評
議
す
る
と
申
し
た
の
で
、
堀
内
氏
有
に
そ
の
通
り
返

答
し
た
こ
と
、
堀
内
が
寛
政
一
〇
年
に
拝
借
し
た
金
三
〇
〇
両(

表
２
№
25)

に
つ
い
て
、
松
平
は
、
相
談
す
る
の
も
難
し
い
案
件
な
の
で
、
堀
内
に
は
吹

金
で
返
済
さ
せ
た
ほ
う
が
よ
い
と
申
し
て
い
た
こ
と
、
で
あ
る
、

と
認
め
ら
れ
て
い
た

(

傍
線
部)

。
こ
れ
に
対
し
、
三
手
掛
は
勝
忠
昌
に
、
手
留
の

み
に
も
と
づ
い
た
主
張
で
は
、
証
拠
に
は
な
り
得
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

松
平
貴
強
は
勘
定
所
内
座
に
お
い
て
②
の
見
解
を
示
し
、
同
所
に
は
他
の
勘
定
奉
行

も
居
合
わ
せ
て
い
た
、
と
い
う
勝
忠
昌
の
主
張
に
対
し
て
は
、
松
平
は
病
死
し
て
い

る
の
で
、
糺
し
よ
う
が
な
い
、
他
の
勘
定
奉
行
に
確
認
し
た
が
、
い
ず
れ
も
松
平
が

②
の
見
解
を
示
し
た
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
申
し
て
い
る
、
と
返
答
し
た
の
で

あ
る

(

波
線
部)

。

な
お
堀
内
の
伺
い
を
担
当
し
た
勝
忠
昌
は
、
天
明
四
年

(

一
七
八
四)

閏
正
月
二

六
日
に
広
敷
添
番

(

御
家
人
役)

よ
り
勘
定

(

旗
本
役)

に
昇
任
し
て
旗
本
に
な
っ

た
(

�)

。
そ
し
て
勘
定
在
職
中
に
東
海
道
・
畿
内
の
幕
領
巡
見
を
担
当
し
、
寛
政
四
年
二

月
一
二
日
に
は
勘
定
組
頭
格
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
勝
忠
昌
は
同
六
年
七
月
一

三
日
に
越
後
国
蒲
原
郡
の
新
開
地
を
検
査
、
同
八
年
三
月
六
日
に
勘
定
組
頭
に
な
る

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
勘
定
所
に
お
け
る
能
吏
で
あ
っ
た

(

�)

。
し
か
も
職
制
上
、
勘
定
奉
行

と
組
頭
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
堀
内
氏
有
の
案
件
は
松
平
貴
強
の
指

示
に
よ
り
取
り
計
ら
っ
て
い
た
、
こ
の
こ
と
は
、
他
の
勘
定
奉
行
も
承
知
し
て
い
る
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は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
勝
忠
昌
の
主
張
は
、
き
わ
め
て
信
憑
性
の
高
い
証
言
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
鉄
鑽
運
送
場
建
設
地
の
無
断
借
用
な
ど
堀
内
氏
有
に
は
不
審
な

点
が
あ
る
こ
と
、
案
件
の
担
当
責
任
者
で
あ
っ
た
松
平
貴
強
が
死
去
し
た
こ
と
、
な

ど
の
状
況
が
重
な
っ
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
勘
定
所
が
勝
を
切
り
捨
て
た
と
い
う
の
が

実
情
で
あ
ろ
う
。

三
月
一
四
日
、
三
手
掛
は
連
名
で
松
平
信
明
に
、
堀
内
氏
有
を
始
め
と
す
る
関
係

者
一
八
名
、
各
人
の
履
歴
と
事
件
へ
の
関
与
に
つ
い
て
記
し
た
上
申
書
を
提
出
し
た
。

上
申
書
に
は
、
堀
内
氏
有
と
勝
忠
昌
を
除
い
た
一
六
名
、
各
人
に
如
何
な
る
刑
を
科

す
べ
き
か
を
記
し
た
黄
紙
下
札
が
付
け
ら
れ
て
い
た

(

�)

。
さ
ら
に
同
日
、
三
手
掛
は
連

名
で
堀
内
氏
有
と
勝
忠
昌
の
罪
状
に
つ
い
て
記
し
た
短
書
、
小
田
切
直
利
は
関
係
者

一
六
名
の
罪
状
、
各
人
へ
の
科
刑
に
つ
い
て
記
し
た
上
申
書
、
を
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し

て
い
る

(

�)

。

こ
れ
に
よ
り
五
月
二
五
日
、
堀
内
氏
有
を
始
め
と
す
る
関
係
者
二
五
名
、
各
人
に

科
刑
が
申
し
渡
さ
れ
た

(

表
３
科
刑)

(

�)

。
一
件
の
主
要
人
物
を
み
る
と
、
堀
内
氏
有

は
前
章
に
お
い
て
検
討
し
た
罪
状
に
よ
り
改
易
、
勝
忠
昌
は
、
自
宅
に
お
い
て
堀
内

の

｢

御
用
向｣

を
取
り
計
ら
い
、
御
下
ヶ
金
な
ど
の
話
は
松
平
貴
強
よ
り
伝
え
ら
れ

た
と
返
答
し
た
こ
と
、
松
平
は
病
死
し
て
い
る
の
で
、
上
記
の
見
解
を
示
し
た
か
ど

う
か
判
然
と
し
な
い
、
と
い
う
罪
に
よ
り
差
し
控
え
に
処
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

(
�)

。

お
わ
り
に

小
稿
で
は
、
甲
府
勤
番
堀
内
粂
之
丞
氏
有
に
よ
る
甲
斐
国
湯
之
奥
金
山
の
開
発
を

分
析
し
、
天
明
よ
り
寛
政

(

一
七
八
一
〜
一
八
〇
〇)

に
至
る
政
治
・
社
会
状
況
の

変
容
に
つ
い
て
解
明
を
試
み
た
。
各
章
を
小
括
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

堀
内
氏
有
の
鉱
山
開
発
は
、
勘
定
組
頭
の
勝
与
八
郎
忠
昌
が
担
当
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
勘
定
所
と
し
て
も
相
応
の
期
待
が
持
て
る
興
利
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
旗
本
・
御
家
人
に
公
金
を
貸
し
付
け
、
そ
の
利
金
に
よ
り
金
山
を
開

発
す
る
と
い
う
堀
内
氏
有
の
提
案
は
、
多
く
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
を
有
し
て
い
た
の
で
、
勘
定
所
は
一
つ
と
し
て
採
用
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
興

利
策
で
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
は
採
用
し
な
い
と
い
う
、
田
沼
時
代
と
寛
政
期
の
違
い
で

あ
ろ
う
。

つ
い
で
堀
内
氏
有
が
提
示
し
た
公
定
利
率
の
半
分
で
の
公
金
貸
付
は
、
寛
政
期
の

旗
本
・
御
家
人
は
窮
乏
し
、
低
利
の
話
を
持
ち
掛
け
れ
ば
、
誰
し
も
借
用
す
る
と
い

う
考
え
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
旗
本
・
御
家
人
の
窮
乏
は
、
棄
捐
令

(

一

七
八
九)

の
発
令
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
堀
内
氏
有
は
、
公
金
の
貸

付
と
い
う
近
世
社
会
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
て
い
た
仕
法
を
、
当
該
期
の
社
会
状
況

と
上
手
く
関
連
づ
け
、
金
山
を
開
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
寛
政
期
に
お
け
る
立
身
の
手
段
と
し
て
、
興
利
策
の
上
申
、
学
問
吟
味
や
武

芸
奨
励
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
幕
府
の
人
材
登
用
策
も
天
明
よ
り
続
い
て
い

た
。
こ
の
こ
と
が
、
と
に
か
く
武
士
に
な
り
た
い
と
い
う
百
姓
・
町
人
の
身
上
が
り

願
望
と
結
び
つ
き
、
そ
れ
が
堀
内
氏
有
の
鉱
山
開
発
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

[

註]

(

�)

田
沼
意
次
が
幕
政
の
実
権
を
握
っ
た
始
期
に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
二
通
り
の

考
え
方
が
存
在
す
る
。
一
は
、
意
次
が
宝
暦
八
年

(

一
七
五
八)

の
美
濃
郡
上
一
揆

の
審
理
に
加
わ
り
、
結
審
ま
で
の
過
程
を
主
導
し
た
こ
と
、
秋
田
藩
の
内
願
を
受
け

入
れ
、
阿
仁
銅
山
の
上
知
令

(

一
七
六
四)

撤
回
に
尽
力
し
た
こ
と
、
な
ど
の
事
実

を
根
拠
と
し
て
、
宝
暦
八
年
以
降
の
幕
府
は
意
次
が
主
導
し
て
い
た
と
す
る
深
井
雅

海
氏
の
研
究

(『

徳
川
将
軍
政
治
権
力
の
研
究』

第
一
編
第
四
章
、
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
一
年)
。
二
は
、
意
次
よ
り
先
任
の
老
中
で
あ
る
松
平
右
近
将
監
武
元
が
安
永
八

年

(

一
七
七
九)
、
松
平
右
京
大
夫
輝
高
が
天
明
元
年

(

一
七
八
一)

に
死
去
し
た
こ

と
、
こ
れ
に
伴
い
一
番
の
先
任
と
な
っ
た
松
平
周
防
守
康
福
は
、
娘
を
田
沼
意
知
に

嫁
が
せ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
の
理
由
か
ら
意
次
は
天
明
元
年
以
降
、
蝦
夷
地
の
調
査
、
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印
旛
沼
の
干
拓
、
貸
付
会
所
と
い
う
重
要
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
っ
た
と
す
る
山

田
忠
雄
氏
の
研
究

(｢

田
沼
意
次
の
失
脚
と
天
明
末
年
の
政
治
状
況｣

、『

史
学』

第
四

三
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
七
一
年)

で
あ
る
。
こ
の
両
説
を
受
け
て
、
藤
田
覚
氏
は

田
沼
時
代
を
、
宝
暦
八
年
よ
り
安
永
末
年
ま
で
を
意
次
が
幕
政
を
主
導
し
た
時
期
、

天
明
元
年
よ
り
意
次
の
老
中
離
任
ま
で
を
意
次
が
幕
政
の
全
権
を
掌
握
し
た
時
期
、

と
二
分
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る

(『

田
沼
意
次
―
御
不
審
を
蒙
る
こ
と
、
身
に
覚
え
な

し
―』

は
じ
め
に
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年)

。
小
稿
で
は
、
藤
田
氏
の
時

期
区
分
を
採
用
し
て
お
き
た
い
。

(

�)

宝
暦
・
天
明
期

(

一
七
五
一
〜
八
八)

に
お
け
る
幕
府
の
経
済
政
策
を
論
じ
た
も

の
と
し
て
中
井
信
彦

『

転
換
期
幕
藩
制
の
研
究
―
宝
暦
・
天
明
期
の
経
済
政
策
と
商

品
流
通
―』

第
一
章

(

塙
書
房
、
一
九
七
一
年)

、
ま
た
三
井
家
の
史
料
か
ら
幕
府
の

御
用
金
政
策
を
考
察
し
た
も
の
と
し
て
賀
川
隆
行

『

江
戸
幕
府
御
用
金
の
研
究』

第

二
章

(

法
政
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年)
が
あ
る
。

(

�)
『

新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜』

第
二
〇
巻
、
一
五
二
頁

(

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九

六
六
年)

。

(

�)
『

新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜』

第
九
巻
、
一
五
四
頁

(

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六

五
年)

。

(

�)
『

御
觸
書
天
明
集
成』

一
八
八
〇
号

(

岩
波
書
店
、
第
三
刷
、
一
九
七
六
年)

。

(

�)
『

会
津
藩
家
世
実
紀』

第
一
二
巻
、
五
七
九
〜
五
八
〇
頁

(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

六
年)

。

(

�)

菊
池
謙
二
郎

｢

松
平
定
信
入
閣
事
情｣

(『

史
学
雑
誌』

第
二
六
編
第
一
号
、
一
九

一
五
年)

。

(

�)

高
澤
憲
治

｢

寛
政
三
年〝

家
格
令〟

と
勘
定
所
統
制｣

(『

松
平
定
信
政
権
と
寛
政

改
革』

所
収
、
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
八
年)

。

(

	)

笠
谷
和
比
古

『

近
世
武
家
社
会
の
政
治
構
造』

第
九
章

(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

三
年)

。

(


)

銀
山
奉
行
川
崎
平
右
衛
門
定
孝
の
鉱
山
開
発
は
明
和
四
年

(

一
七
六
五)

六
月
五

日
、
同
人
の
死
去
に
伴
い
中
止
さ
れ
て
い
る

(『

新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜』

第
二
二
、

二
一
七
頁
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
六
年)

。

(

�)

甲
府
勤
番
堀
内
粂
之
丞
氏
有
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、『

新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜』

(

第
一
二
、
一
八
三
頁
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年)

お
よ
び

｢

吟
味
物
口

書
一
件｣

(

京
都
大
学
日
本
法
史
研
究
会
編

『

近
世
法
制
史
料
集』

第
四
所
収
、
一
二

頁
、
創
文
社
、
一
九
七
七
年)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

�)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

一
二
頁
。

(


)

表
２
№
13
の
文
書
に
は
、
年
号
と
宛
先
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
村
役
人
の
持
高

お
よ
び
中
山
金
山
の
来
歴
や
産
出
状
況
と
い
っ
た
基
本
的
な
情
報
を
、
開
発
に
着
手

し
て
か
ら
村
役
人
に
回
答
さ
せ
る
な
ど
考
え
に
く
い
。
そ
れ
ゆ
え
本
章
で
は
№
13
を
、

堀
内
氏
有
が
開
発
に
着
手
し
始
め
た
こ
ろ
に
作
成
さ
れ
た
文
書
と
判
断
し
た
。

(

�)
｢

甲
府
御
用
留｣

(

山
梨
県
立
博
物
館
架
蔵

『

頼
生
文
庫』

所
収
、
Ｈ
―
〇
九
三
・

一
―
五
一)

。

(

�)

表
２
№
20
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
湯
之
奥
村
の
村
役
人
は
市
川
役
所
に
、
堀
内
氏
有

の
手
先
が
古
い
間
歩
の
掃
除
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
届
け
出
て
い
る
。
こ
の
古
い
間

歩
と
は
、
お
そ
ら
く
№
２
新
左
衛
門
や
№
５
和
久
屋
源
左
衛
門
と
い
っ
た
山
師
が
、

か
つ
て
湯
之
奥
の
山
々
に
お
い
て
掘
り
進
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
何
の
意
味
も
な
く
、

古
い
間
歩
を
掃
除
し
始
め
る
な
ど
あ
り
得
な
い
の
で
、
本
章
で
は
、
堀
内
手
先
の
行

動
を
、
旧
鉱
山
の
再
開
発
と
し
て
解
釈
し
た
。

(

�)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

一
二
〜
一
三
頁
。

(

�)

寛
政
一
二
年

(

一
八
〇
〇)

六
月
一
三
日
、
甲
府
札
差
の
元
城
屋
八
郎
兵
衛
と
札

差
月
番
の
八
日
町
久
右
衛
門
・
山
田
町
庄
三
郎
は
御
下
金
御
会
所

(

札
差
会
所)

に
、

堀
内
氏
有
が
改
易
に
処
せ
ら
れ
た
の
で
、
連
名
で
同
人
へ
の
貸
付
高
を
報
告
し
た
。

報
告
書
か
ら
堀
内
へ
の
貸
付
高
は
、
札
差
会
所
が
用
立
て
た
会
所
金
四
八
両
一
分
と

銀
五
匁
六
分
一
厘
、
八
郎
兵
衛
が
棄
捐
令
の
発
令
以
前
に
用
立
て
た
金
七
二
両
と
銀

一
四
匁
三
分
八
厘
、
で
あ
っ
た

(

山
梨
県
立
博
物
館
架
蔵

『

甲
州
文
庫』

所
収

｢

松

田
嘉
次
郎
・
服
部
角
左
衛
門
・
中
村
平
吉
・
堀
内
粂
之
丞
、
右
四
人
会
所
金
棄
捐
被

仰
付
并
御
償
戻
し
ニ
相
成
候
一
件
調
書
抜｣

、
甲
〇
九
三
・
四
―
五
二
六
―
三)

。
な

お
、
寛
政
元
年
九
月
に
出
さ
れ
た
棄
捐
令
は
、
甲
府
で
は
翌
年
二
月
よ
り
適
用
さ
れ

た
。
棄
捐
令
の
内
容
を
概
略
す
れ
ば
、
①
天
明
四
年

(

一
七
八
四)

一
二
月
以
前
の

貸
付
金
は
す
べ
て
棄
捐
に
す
る
、
②
天
明
五
年
四
月
か
ら
寛
政
元
年
五
月
の
夏
借
米

ま
で
の
間
に
貸
し
付
け
た
分
は
、
年
利
を
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
、
知
行
高
一

〇
〇
石
に
つ
き
年
三
両
ず
つ
の
年
賦
返
済
に
す
る
、
③
今
後
、
貸
付
の
利
子
は
年
一
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二
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る
、
④
扶
持
米
取
へ
の
貸
付
金
は
、
寛
政
元
年
夏
の
張
紙
値
段

か
ら
扶
持
米
を
貨
幣
で
換
算
し
、
①
か
ら
③
を
適
用
す
る
、
で
あ
っ
た

(

北
原
進

『

江
戸
の
高
利
貸
―
旗
本
・
御
家
人
と
札
差
―』

、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年)

。
ま

た
、
本
文
中
に
お
い
て
検
討
し
た
ご
と
く
、
堀
内
氏
有
が
甲
斐
国
に
お
い
て
本
格
的

な
活
動
を
開
始
し
た
の
は
天
明
四
年
か
ら
で
あ
っ
た
。

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
八
郎
兵
衛
の
用
立
金
は
、
堀
内
氏
有
が
天
明
四
年
五
月
よ

り
寛
政
二
年
四
月
ま
で
の
間
に
借
り
た
総
額
で
あ
っ
た
こ
と
、
堀
内
に
と
っ
て
甲
府

札
差
は
、
鉱
山
開
発
に
あ
た
り
有
力
な
出
資
元
で
あ
っ
た
こ
と
、
が
判
明
す
る
。

(

�)

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
架
蔵

｢

寛
政
録｣

寛
政
一
二
年
五
月
二
五
日
条
。

(

�)

①
か
ら
③
は
、
い
ず
れ
も

｢
吟
味
物
口
書
一
件｣

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
①
と
②

は
四
〇
頁
、
③
は
四
二
頁
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

(

�)

松
本
良
太

｢

近
世
後
期
の
武
士
身
分
と
都
市
社
会
―

｢

下
級
武
士｣

の
問
題
を
中

心
に
―｣

(『

歴
史
学
研
究』

第
七
一
六
号
、
一
九
九
八
年)

。

(

�)

田
原
嗣
郎

｢

寛
政
改
革
の
一
考
察
―
異
学
の
禁
と
官
僚
制
化
の
問
題
か
ら
―｣

(『

歴
史
学
研
究』

第
一
七
八
号
、
一
九
五
四
年)

。
拙
稿
Ａ
｢

江
戸
幕
府
御
家
人
の
任

用
制
と
役
職
構
造
―
近
世
後
期
の
闕
所
物
奉
行
手
代
を
事
例
と
し
て
―｣

(『

論
集
き

ん
せ
い』

第
三
〇
号
、
二
〇
〇
八
年)

。

(

�)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

五
一
頁
。

(

�)

寛
政
一
二
年
五
月
、
小
普
請
勝
与
八
郎
忠
昌
は
差
し
控
え
に
処
せ
ら
れ
た
。
そ
の

旨
を
記
し
た
申
渡
書
に
は
、
①
勝
忠
昌
の
勘
定
組
頭
在
職
中
、
堀
内
氏
有
が
勘
定
所

に
、
金
子
を
貸
し
付
け
、
そ
の
利
分
を
金
山
の
開
発
費
に
充
て
た
い
な
ど
と
記
し
た

書
付
を
提
出
し
て
き
た
、
②
勝
忠
昌
は
、
自
宅
に
お
い
て
堀
内
の
申
し
出
を
受
け
付

け
、
貸
付
金
の
出
資
元
が
幕
府
に
所
持
地
な
ど
を
差
し
出
し
、
そ
の
身
元
も
確
か
で

あ
れ
ば
、
勘
定
所
に
お
い
て
評
議
す
る
、
あ
る
い
は
御
下
ヶ
金
な
ど
も
あ
る
、
と
回

答
し
た
、
と
い
う
一
節
が
あ
る

(｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

五
二
頁)

。
そ
れ
ゆ
え
本
章

で
は
、
史
料
を
本
文
の
ご
と
く
解
釈
し
た
。

(

�)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

一
三
頁
。

(

�)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

一
三
〜
一
四
頁
。

(

�)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

一
四
頁
。

(

�)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

一
四
頁
。

(

�)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

一
四
頁
。

(

�)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

一
四
頁
。

(

�)

前
掲
註

(

�)

北
原
進

『

江
戸
の
高
利
貸
―
旗
本
・
御
家
人
と
札
差』

。

(

�)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

一
八
頁
。

(

 )
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

三
頁
。

(

!)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

三
〜
五
頁
。

(

")
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

五
〜
九
頁
。

(

#)

寛
政
一
一
年
九
月
二
四
日
、
勘
定
組
頭
の
勝
忠
昌
は

｢

御
場
所
不
相
応｣

と
の
理

由
で
小
普
請
入
り
し
た

(『

柳
営
補
任』

第
四
、
二
四
六
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
六
四
年)

。
そ
の
時
期
か
ら
考
え
て
、
勝
の
降
格
が
堀
内
粂
之
丞
一
件
に
連
座
し
て

の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

(

$)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

一
〇
〜
一
一
頁
。

(

%)

内
閣
文
庫
架
蔵

｢

井
上
日
記｣

(

請
求
番
号
は
一
六
五
―
〇
〇
七
八)

寛
政
一
二
年

三
月
朔
日
条
。

(

&)

本
章
で
は

｢

井
上
日
記｣

(

一
六
五
―
〇
〇
七
八)

を
底
本
と
し
、
そ
れ
を

｢

井
上

日
記｣

(

一
六
五
―
〇
〇
七
九
、
以
下

｢

抜
書｣

と
表
記
す
る)

で
補
完
す
る
と
い
う

形
式
を
採
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
史
料
上
に
お
い
て

｢｣

内
の
字
句
は

｢

抜
書｣

に

の
み
存
在
す
る
も
の
を
示
し
、
両
史
料
で
字
句
が
異
な
る
箇
所
は

｢｣

で
括
り
、
そ

の
右
側
に

｢

抜
書｣

の
字
句
を
記
し
て
い
る

(｢

儀｣

と

｢

義｣

の
相
違
な
ど
で
あ
れ

ば

｢

井
上
日
記｣

を
採
用
し
た)

。
な
お
、
両
史
料
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
Ｂ

｢

天
明
・
寛
政
期
に
お
け
る
江
戸
幕
府
大
目
付
組
織
の
一
考
察｣

(『

古
文
書
研

究』

第
六
三
号
、
二
〇
〇
七
年)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

')

寛
政
三
年
一
二
月
付
の
幕
令

(『

御
觸
書
天
保
集
成』

五
四
五
六
号
、
岩
波
書
店
、

第
三
刷
、
一
九
七
七
年)

以
前
、
御
家
人
は
旗
本
職
に
就
任
す
る
と
旗
本
に
昇
進
し

た
。

(

()
『

新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜』

第
一
七
巻
、
六
〇
頁

(

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六

五
年)
。

(

))
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

一
一
〜
四
四
頁
。

(

*)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

四
四
〜
五
一
頁
。

(

+)

原
孫
四
郎

(

№
８)
は
寛
政
一
一
年
一
一
月
二
五
日
に
病
死
、
久
右
衛
門

(

№
27)

( ) 田沼時代興利策の残影 (山本)87
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に
は
如
何
な
る
刑
が
科
せ
ら
れ
た
の
か
、｢

寛
政
録｣

・｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

と
も
に

記
し
て
い
な
い
の
で
、
表
３
科
刑
は
斜
線
に
し
た
。

(

�)
｢

吟
味
物
口
書
一
件｣

五
二
頁
。

[

付
記]

小
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
甲
斐
黄
金
村
湯
之
奥
金
山
博
物
館
の
小
松
美
鈴
氏
・

渡
辺
正
悟
氏
よ
り
、
湯
之
奥
金
山
の
来
歴
・
関
連
史
料
の
所
在
な
ど
ご
教
示
賜
り
ま
し

た
。
末
筆
な
が
ら
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
小
稿
は
、
第
六
回
徳
川
奨
励
賞

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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